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立教大学 社会情報教育研究ἍὅἑὊ 

ᾁ὿ᾀᾂ年度 活動報告 

 

【┠ḟ】 

 

1. 事ᴗά動日ㄅ 

2. 公㛤ㅮ₇会・公㛤ㅮ座・セミナー➼ 㛤催実⦼ 

1㸧 公㛤ㅮ₇会 

2㸧 オンデマンド型ㅮ座 

3㸧 CSI⤫ィ分ᯒ・ά⏝セミナー 

4㸧 ⤫ィ᳨定対⟇セミナー 

5㸧 CSI⤫ィ◊✲会 

6㸧 CSI♫会ㄪᰝフォーラム 

7㸧 共催・後援セミナー➼ 

8㸧 外㒊ᶵ㛵からの依㢗ㅮ₇・ㅮ⩏ 

3. ㈨᱁支援事ᴗ 

1㸧 ♫会ㄪᰝ士㈨᱁支援 

2㸧 ⤫ィ᳨定支援 

4. 教⫱支援事ᴗ 

1㸧 ṇㄢ提供⛉┠ 

2㸧 ⤫ィ学⩦コンテンツ・ソフトウェア 

3㸧 大学㛫㐃携共同教⫱推㐍事ᴗ 

5. ◊✲支援事ᴗ 

1㸧 ㄪᰝ分ᯒ協力 

2㸧 ㄪᰝ◊✲コンサルティング 

3㸧 ♫会ㄪᰝデータアーカイブ㹐㹓㹂㸿 

4㸧 対外㐃携ά動 

6. 出∧≀➼ 

7. 人事 

8.  ⤌⧊図 

9. メンバー一ぴおよび各✀㒊会 
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1.事ᴗά動日ㄅ 

以下、2013年 4月から 2014年 3月までに CSIが事ᴗά動を実施した内容を時⣔列に掲㍕する。 

 

月 日 内容 

4月 1 社会ㄪ査士䝟䞁䝣䝺䝑䝖䜺䜲䝎䞁䝇 㛵係学㒊䜈㓄布 

  2 社会ㄪ査士䝟䞁䝣䝺䝑䝖䜺䜲䝎䞁䝇 㛵係学㒊䜈㓄布 

  12 第 1回社会ㄪ査㒊会 定例会㆟ 

  18 第 1回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  22 第 1回⤫ィ教⫱㒊会 定例会㆟ 

  25 第 1回䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

  30 社会ㄪ査士実⩦科目概せ報告書䞉成果物䞉履修せ㡯発㏦ 

5月 1䡚2 愛媛県東温市ㄪ査出張 

  8 第 2回社会ㄪ査㒊会 定例会㆟ 

    CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IA䝁䞊䝇䞉SPSS䛾基礎 

  9 第 1回䝉䞁䝍䞊㐃⤡会㆟ 

  13 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖NA䝁䞊䝇䞉R 䝁䝬䞁䝎䞊䛾基礎(1) 

    第 2回⤫ィ教⫱㒊会 定例会㆟ 

  14 招待ㅮ演䐟 

  16 第 2回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  20 CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖A䝁䞊䝇䞉G-Census䝉䝭䝘䞊1 

  22 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IB 䝁䞊䝇䞉䜽䝻䝇㞟ィ⾲䜢䝬䝇䝍䞊 

  23 第 2回䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  27 CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖B 䝁䞊䝇䞉G-Census䝉䝭䝘䞊2 

  29 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

6月 1 大学㛫㐃携事業䠖䜹䝸䜻䝳䝷䝮策定委員会 

    社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅㈨格申ㄳ䛾前期申ㄳ受付䠄䡚19日䠅 

  3 第 3回⤫ィ教⫱㒊会 定例会㆟ 

    招待ㅮ演䐠 

  4 社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅㈨格䛾前期提出申ㄳ䠄䡚21日䠅 

  5 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IC 䝁䞊䝇䞉相㛵係数䜢䝬䝇䝍䞊䛩䜛 

  6 第 3回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

    CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖C 䝁䞊䝇䞉⤫ィ学⩦䝁䞁䝔䞁䝒⤂介 

    第 1回政府⤫ィ㒊会 ⤫ィ学勉強会 

  10 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖NB 䝁䞊䝇䞉R 䝁䝬䞁䝎䞊䛾基礎(2) 

  12 大学㛫㐃携事業䠖公㛤 FDㅮ演会 

    第 3回社会ㄪ査㒊会 定例会㆟ 

  13 第 2回政府⤫ィ㒊会 ⤫ィ学勉強会 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  14 大学㛫㐃携事業䠖㐠営委員会 

  17 第 4回⤫ィ教⫱㒊会 定例会㆟ 

    CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖D 䝁䞊䝇䞉将来人口䜢推ィ䛩䜛䠄POCO) 

  19 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖ID 䝁䞊䝇䞉R 䝁䝬䞁䝎䞊䛾基礎(1) 



- 3 - 
 

  20 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

    第 4回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

    第 3回政府⤫ィ㒊会 ⤫ィ学勉強会 

  24 第 5回⤫ィ教⫱㒊会 定例会㆟ 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  27 第 4回政府⤫ィ㒊会 ⤫ィ学勉強会 

    CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖E 䝁䞊䝇䞉SPSS 䝭䜽䝻⤫ィ分析入㛛 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

7月 3 日本䛸世界䛾⤫ィ史䠖ㅮ演㘓画 

    CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IE 䝁䞊䝇䞉R 䝁䝬䞁䝎䞊䛾基礎(2) 

  4 第 3回䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

    第 5回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

    第 5回政府⤫ィ㒊会 ⤫ィ学勉強会 

  8 第 6回⤫ィ教⫱㒊会 定例会㆟ 

    第 1回復⯆支援䝛䝑䝖䝽䞊䜽会㆟䠄⳥地教授䠅 

  9 ⤫ィ検定対策䜺䜲䝎䞁䝇䠖池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 

  10 第 6回 CSI⤫ィ研究会 

    ⤫ィ検定対策䜺䜲䝎䞁䝇䠖新座䜻䝱䞁䝟䝇 

    第 4回社会ㄪ査㒊会 定例会㆟ 

  11 第 2回䝉䞁䝍䞊㐃⤡会㆟ 

    松山市地域⤒済ㄢ䠖委ク事業会㆟ 

    第 5回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  15 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖NC 䝁䞊䝇䞉R䛾基礎 

  17 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IE 䝁䞊䝇䞉R䛾基礎 

  18 第 6回政府⤫ィ㒊会 ⤫ィ学勉強会 

  22 minitub社⤫ィ䝋䝣䝖導入䛻㛵䛩䜛打䛱合䜟䛫䠄⤫ィ教⫱㒊会䠅 

  24 日本䛸世界䛾⤫ィ史䠖ㅮ演㘓画  

  25 第 6回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  26 第 7回 CSI⤫ィ研究会 

  27 大学㛫㐃携事業䠖㐠営委員会㆟ 

  31 㧗校生向䛡⤫ィ教⫱䝉䝭䝘䞊䠖JINSE㧗大㐃携委員䛸䛾共同㛤催 

8月 6 第 7回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  12䡚14 松山市委ク事業䛻㛵䜟䜛ㄪ査出張䠄政府⤫ィ㒊会䠅 

  21䡚25 IASE䝃䝔䝷䜲䝖䞉IAOS 海外学会発⾲䠄大学㛫㐃携事業䝯䞁䝞䞊䠅 

9月 2 大学㛫㐃携事業䠖FDㅮ演会 

  4 大学㛫㐃携事業䠖日本⾜動ィ㔞学会 

  5 JESSICA UTTS教授䠄UC Irvine) 䜘䜚䜸䞁䝕䝬䞁䝗教材作成䛾監修䛚䜘䜃助ゝ 

  8 大学㛫㐃携事業䠖FDㅮ演会 

   大学㛫㐃携事業䠖㐠営委員会 

 10 大学㛫㐃携事業䠖⤫ィ㛵㐃学会 

  10䡚13 S2ㄢ目ㅮ⩦会䠄社会ㄪ査協会主催䞉CSI協力䠅 

  12 Robert Gould教授䠄UCLA ⤫ィ学㒊䠅 䜘䜚䜸䞁䝕䝬䞁䝗教材作成䛾監修䛚䜘䜃助ゝ 
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  19 第 8回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  24 社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅㈨格/䜻䝱䞁䝕䜱䝕䜲䝖䛾後期申ㄳ受付䠄䡚16日䠅 

  第 5回社会ㄪ査㒊会 定例会㆟ 

  25 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

    社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅㈨格䛾後期/䜻䝱䞁䝕䜱䝕䜲䝖提出申ㄳ䠄䡚10月 18日䠅 

  26 第 4回 䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

    第 7回⤫ィ教⫱㒊会 定例会㆟ 

    第 9回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  28 大学㛫㐃携事業䠖䜹䝸䜻䝳䝷䝮策定委員会㆟ 

  29 日本⤫ィ学会 䝇䝫䞊䝒⤫ィ分科会 

  30 日本女子大 現代䜻䝱䝸䜰研究所䜘䜚䝠䜰䝸䞁䜾ゼ問䠄社会ㄪ査㒊会䠅 

10月 3 第 3回䝉䞁䝍䞊㐃⤡会㆟ 

    第 10回政府⤫ィ㒊会 定例会㆟ 

  7 ⤫ィㄪ査士対策䝉䝭䝘䞊 

  8 CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖A䝁䞊䝇 ⤫ィ学⩦䝁䞁䝔䞁䝒 

  9 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IA䝁䞊䝇 回帰分析入㛛䠄䠍䠅 

  10 第 1回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄池⿄䠅 

  11 第 1回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄新座䠅 

   大学㛫㐃携事業䠖㐠営委員会㆟ 

  9䡚11 ICPSR米国本㒊出張䠄廣瀬助教䠅 

  12 大学㛫㐃携事業䠖䜹䝸䜻䝳䝷䝮策定委員会 

  14 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖NA䝁䞊䝇 R 䝁䝬䞁䝎䞊䛾基礎䠄䠍䠅 

  18 CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖B 䝁䞊䝇 ⤒済波及効果分析䝉䝭䝘䞊RECO 

  23 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IB 䝁䞊䝇 回帰分析入㛛䠄䠎䠅 

  24 第 5回 䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

    ⤫ィ検定ヨ㦂体制䛻䛛䛛䜛打䛱合䜟䛫 

    第 2回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄池⿄䠅 

  25 CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖C 䝁䞊䝇 ⤒済波及効果分析䝉䝭䝘䞊RECO 

    第 1回 CSI社会ㄪ査䝣䜷䞊䝷䝮 

    第 2回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄新座䠅 

  30 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IC 䝁䞊䝇 因子分析入㛛 

11月 6 䜸䝣䜱䝇䜰䝽䞊 対応 

  7 第 3回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄池⿄䠅 

  8 第 3回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄新座䠅 

  11 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応  

  12 CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖䠠䝁䞊䝇 ⤫ィ地図 G-Census䝉䝭䝘䞊 

  13 公㛤ㅮ演会䠖⤒営学㒊䛸 CSI共催 

    CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖ID 䝁䞊䝇 共分散構㐀分析入㛛䠄䠍䠅 

  14 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

    第 4回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄池⿄䠅 

  15 第 4回⤫ィ検定 2䞉3⣭対策䝉䝭䝘䞊䠄新座䠅 

    第 8回 CSI⤫ィ研究会 

  17 大学㛫㐃携事業䠖⤫ィ検定団体受㦂 
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  18 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖NB 䝁䞊䝇 R 䝁䝬䞁䝎䞊䛾基礎䠄䠎䠅 

    招待ㅮ演䐡 

  20 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖ID 䝁䞊䝇 共分散構㐀分析入㛛䠄䠍䠅 

  27 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IE 䝁䞊䝇 共分散構㐀分析入㛛䠄䠎䠅 

    社会ㄪ査士㈨格䠖科目申ㄳ䛾䛯䜑䛾学㒊内ㄝ明会㛤催䠄社会学㒊䠅 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  28 第 6回䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

12月 3 CSI⤫ィ活用䝉䝭䝘䞊䠖SPSS 䝭䜽䝻⤫ィ分析入㛛 

    政府⤫ィ㒊会会㆟ 松山市䝕䞊䝍 

  4 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  5 第 4回䝉䞁䝍䞊㐃⤡会㆟ 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  9 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖NC 䝁䞊䝇 R䛾基礎 

  11 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IF 䝁䞊䝇 R 䝁䝬䞁䝎䞊䛾基礎 

    日本䛸世界䛾⤫ィ史䠖ㅮ演㘓画 

  12 政府⤫ィ㒊会中㛫報告䠄松山市市役所䠅 

  18 CSI⤫ィ分析䝉䝭䝘䞊䠖IG 䝁䞊䝇 R䛾基礎 

  19 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  20 社会ㄪ査士科目䚸専㛛社会ㄪ査士科目䛾科目申ㄳ提出 

  26 第 3回䝇䝫䞊䝒䝕䞊䝍ゎ析䝁䞁䝨䝔䜱䝅䝵䞁 䝁䞁䝨䝔䜱䝅䝵䞁発⾲審査会 

2014年 1月 6 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  9 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  10 招待ㅮ演䐢 

  16 第 7回䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

    ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  22 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  23 第 3回䝉䞁䝍䞊委員会㆟ 

  27 政府⤫ィ㒊会報告書内容䝺䝡䝳䞊䠄松山市市役所䠅 

  28 第 64回⤫ィ䝉䝭䝘䞊打合䛫䞉下ぢ䠄日本⤫ィ協会䠅 

2月 7 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 対応 

  11䡚12 松山市委ク事業䛻㛵䜟䜛ㄪ査出張 

  18 第 8回䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

  21 第 4回䝉䞁䝍䞊委員会㆟ 

  26 第 2回 CSI社会ㄪ査䝣䜷䞊䝷䝮 

  28䡚 社会ㄪ査士指定科目ド明書申ㄳ受付䠄池⿄䞉新座䡚3/14㎾䠅 

3月 2䡚6 米国出張䞉ㄪ査䠄大学㛫㐃携事業䠅 

  6 第 3回䝇䝫䞊䝒䝕䞊䝍ゎ析䝁䞁䝨䝔䜱䝅䝵䞁受㈹⪅演会䠄CSI共催䠅 

  7䡚8 RUDA事業䛻㛵䜟䜛学会出張䠄社会ㄪ査㒊会䠅 

  10 第 6回社会ㄪ査㒊会 定例会㆟ 

    ICPSR国内利用協㆟会⥲会 

  13 第 5回䝉䞁䝍䞊㐃⤡会㆟ 

  14 大学㛫㐃携事業䠖䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 
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  15 第 64回⤫ィ䝉䝭䝘䞊㛤催䠄CSI共催䠅 

  12䡚15 䜰䝗䝞䞁䝇䝗社会ㄪ査䝉䝭䝘䞊䠄社会ㄪ査協会主催䞉CSI協力䠅 

  19 RUDA䛻㛵䛩䜛䝠䜰䝸䞁䜾応ㄯ䠖国立国会図書㤋㟁子情報㒊 

  20䡚21 愛媛県東温市ㄪ査出張 

  26 RUDA䜈䛾ㄪ査䝕䞊䝍寄ク䛻㛵䛩䜛ゼ問打䛱合䜟䛫 

  29 社会ㄪ査協会ㅮ⩦会委員会 

  24䡚31 社会ㄪ査士㈨格申ㄳ書䞉変更届書提出期㛫䠄池⿄䞉新座䡚3/31㎾䠅 

 

2.公㛤ㅮ演会䞉公㛤ㅮ座䞉䝉䝭䝘䞊等 㛤催実⦼ 

1䠅公㛤ㅮ演会 

 2013年度䛿様䚻䛺䜹䝔䝂䝸䞊䛾䝉䝭䝘䞊䛸公㛤ㅮ演会䛜⾜䜟䜜䚸幅広䛔層䛻㛵心䜢㡬䛔䛯䚹公㛤ㅮ演会䛷

䛿日⤒新⪺䛸䛾䝍䜲䜰䝑䝥広告䜢⾜䛔䚸⤒営学㒊䛸共催䛧䛯䛂䝡䝑䜾䝕䞊䝍時代䛾䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝔䜱䝇䝖⫱

成䛸⤫ィ教⫱䛃䜢䝔䞊䝬䛻䛧䛯䜒䛾䛷䚸⤒営学㒊䛾佐䚻木宏教授䜢䛿䛨䜑䚸慶應⩏塾大学䛾森川富昭准教

授䚸䝤䝺䜲䞁䝟䝑䝗䛾佐⸨洋⾜䝊䝛䝷䝹䞉䝬䝛䞊䝆䝱䞊䚸䜴䜵䝤䜲䞁䝟䜽䝖䛾㧗柳寛樹代⾲取⥾役社㛗䛻登壇

䛔䛯䛰䛝䚸䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䛺䛹䜢⾜䛳䛯䚹日⤒新⪺䛾掲㍕効果䜒䛒䛳䛶䚸問合䛫䛺䛹䛾反㡪䛜㢧ⴭ䛻

ぢ䜙䜜䛯䚹ぶ子䚸学生䚸社会人䛺䛹幅広䛔層䛾参加䛜䛒䜚䚸䝡䝑䜾䝕䞊䝍䜈䛾㧗䛔㛵心䜢感䛨䜛ㅮ演会䛸䛺䛳

䛯䚹 

 

◆公㛤ㅮ₇会 

 㢟 ┠「ビッグデータ時代のデータサイエンティスト⫱成と⤫ィ教⫱」 

ㅮ 師 佐々ᮌ 宏Ặ 㸦ᮏ学⤒営学㒊教授㸧 

佐⸨ ὒ⾜ Ặ㸦ᰴ式会♫ブレインパッド アナリティクスサービス㒊ゼネラル・マネー

ジャー㸧 

᳃川 富昭 Ặ 㸦慶應⩏塾大学 政⟇・メディア◊✲⛉准教授㸧  

㧗ᰗ 寛ᶞ Ặ 㸦ᰴ式会♫ウェブインパクト代⾲取⥾役♫㛗㸧   

   㛤催日 2013年 11月 13日㸦Ỉ㸧 

場 所 ụ⿄キャンパス 8号㤋 8101教室 

   参加人数 ⣙ 125名 

 

2)オンデマンド型ㅮ座 

2013年度は新たに㸰つのオンデマンド型ㅮ座をスタートさせた。これまでは、教室でのㅮ⩏㛤ㅮ

を主としてきたが、2013年度より以下のオンデマンド型ㅮ座を㛤始する㐠びとなった。 

一つ┠は、2012年度に実施した「❧教大学・日ᮏマイクロソフト共催㸸㐃⥆公㛤ㅮ座プログラム

『⪃える技⾡・伝える技⾡㹼❧教型ビジネス基♏ㅮ座㹼』」である。ᮏㅮ座は E-learning コン

テンツとして事務局メディアセンターが㛤Ⓨを⾜い、2013年度よりオンデマンド型公㛤ㅮ座とし

て㛤ㅮした。ㅮ座内容は「⪃える技⾡と伝える技⾡」をテーマにビジネスを推㐍する上で、不可

Ḟな分ᯒ力・ㄽ⌮ⓗ思⪃などを各ㅮで学ぶ形式となっている。また、国㝿♫会で㏻⏝するグロー

バルでά㌍できるビジネス推㐍⪅としての必せなスキルを㌟に付けることがᮏㅮ座の┠ᶆである。 

二つ┠は、Minitab♫より大学㛫㐃携事ᴗとして 8大学に向けて提供された E-learnningコンテ

ンツ「Quality Trainer」を使った「ⱥㄒでまなぶ㸟オンデマンド⤫ィ学ㅮ座」である。ᮏㅮ座

は⤫ィ⌮ㄽ・データ分ᯒをⱥㄒで学ぶ、ⱥㄒ⌮ゎ力と⤫ィ分ᯒスキルの㧗度化を┠ⓗとした学⩦

プログラムとしてオンデマンド上でのㅮ座展㛤をしている。2013年 10月よりㅮ座募㞟を実施し

たところ、⏦し㎸みから数日で募㞟を打ち切るほどの┒ἣぶりであった。今後も、学⏕や♫会が

ồめる人ᮦ⫱成ニーズを᳨ウしながら、ㅮ座を企⏬していく予定である。 
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◆オンデマンド型ㅮ座㸯 

㢟 ┠『⪃える技⾡・伝える技⾡㹼❧教型ビジネス基♏ㅮ座㹼』 

ㅮ 師  

中川 哲㸦日ᮏマイクロソフト(ᰴ) パブリックセクター⤫括ᮏ㒊 ᴗ務執⾜役員 文教ソリューションᮏ㒊㛗㸧  

す⬥ ㈨哲㸦日ᮏマイクロソフト(ᰴ) エバンジェリスト㸧  

小ᰗὠ ⠜㸦日ᮏマイクロソフト(ᰴ) エンタープライズ㸤パートナーグループエグゼクティブアドバイザー㸧 

山口 和⠊㸦⤒営学㒊 教授㸧 

受ㅮ⪅数 30名 

立教型ビジネス基ຊ൥ౠ セッション構成 

ビジネスの௓進者 1. ビジネスの現場でいま୦がକきているか？ 

分ෲ力／ྍ௄力 2.  ビジネスのୖ਻を見つけ出しੰ決する 

૛理的ઓઅ・ଡ成力 3.  アイディアをまとめてビジネスをੌみ立てる（パート 1） 

4.  アイディアをまとめてビジネスをੌみ立てる（パート 2） 

表現力・୪੷力 5.  ହ੭力のあるプレゼンでビジネスに勝つ（パート 1） 

6.  ହ੭力のあるプレゼンでビジネスに勝つ（パート 2） 

コミュニケーション力・ઐ௱力 7.  ビジネスをドライブする力をつける（パート 1） 

8.  ビジネスをドライブする力をつける（パート 2） 

マネジメント力／ଁ制力 9.  ビジネスに勝てるチームを੿る 

パネルディスカッション Ｑ＆Ａ 10.  パネルディスカッション  Ｑ＆Ａ 

社会要ட対ૢ力 11.  ੷められるビジネスコンプライアンス 

 

◆オンデマンド型ㅮ座㸰 

㢟 ┠『ⱥㄒでまなぶ㸟オンデマンド⤫ィ学ㅮ座』  

ㅮ 師 山口和⠊㸦⤒営学㒊 教授㸧 

   受ㅮ⪅数  50名 

英語でまなぶ！オンデマンド൥ౠ セッション構成 

１．記述統計とグラフ分ෲ データのரథ 

グラフをઞったデータ分ෲ 

ଁੑ୤をઞったデータ分ෲ 

２．統計的推೾ ଁੑ的௓೾の੦ຊ 

ఏ本分ഘ 

正ૠ分ഘ 

３．ෘ説検定と信౅区間 ਫ਼定と信౅ય間 

1 サンプルの t ਫ਼定 

2 サンプルの分ങのਫ਼定 

2 サンプルの t ਫ਼定 

対ૢある t ਫ਼定 

1 サンプルのૻ૨のਫ਼定 

2 サンプルのૻ૨のਫ਼定 

カイ੸ଭਫ਼定 
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４．管理௕ ଁੑ的ੵஙଵ理 

サブグループをともなうੑ୤கに対するଵ理௕ 

଻々の௴೾கに対するଵ理௕ 

ੑਯகに対するଵ理௕ 

5．工程能力 正ૠデータに対するੵஙચ力 

ચ力੐ఏ 

శ正ૠデータに対するੵஙચ力 

6．分ങ分ෲ（ANOVA） ANOVA の੦ຊ 

一੪ଦ઼分ങ分ෲ 

੸੪ଦ઼分ങ分ෲ 

7．相関と回ష 2 つの連続૗ਯ間の関બ 

౐回ష 

8．೾定システム分ෲ ೾定システム分ෲの੦ຊ 

೷りନし性とગ現性 

ゲージ R&R の問਻のグラフ分ෲ 

૗動 

ゲージ R&R の問਻における ANOVA 

ゲージの଍஄性とုりの問਻ 

ര性の一ಱ性分ෲ 

9．実験計画 実ୡੑ઺ 

ブロック化と中ੱ点 

一部実઱要౤ੑ઺ 

ૢ௦の最ి化 

 

3) CSI⤫ィ分析䞉活用䝉䝭䝘䞊 

  社会情報教⫱研究䝉䞁䝍䞊䛷䛿䚸⤫ィ教⫱䛾普及䞉⤫ィ技法䛾㧗度化䜢目的䛸䛧䛶以下䛾䝉䝭䝘䞊䜢㛤催䛧

䛶䛔䜛䚹㏆年䛿䚸幅広䛔分㔝䠄学㒊生䡚大学㝔学生䡚研究⪅䠅䛛䜙䛾䝙䞊䝈䜒䛒䜚䚸教⫱䞉研究分㔝䛻䛚䛡䜛活用

䛾䜏䛺䜙䛪䚸卒業後䚸社会䛷実㊶的䛻⤫ィ分析䜢⾜䛖䝇䜻䝹䜢㌟䛻付䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛯䜑䚸㧗䛔人気䜢㄂䛳䛶䛔

䜛䚹 

◆2013年前ᮇ CSI⤫ィ分ᯒセミナー 㸦ụ⿄・新座キャンパス㛤催㸧 

㹼⤫ィ分ᯒソフト SPSSと Rによる⤫ィ分ᯒ㹼 

㸺セミナーᴫせ㸼 

    ・SPSSの基♏㸸データの作成・単⣧㞟ィ・グラフの作成 

    ・クロス㞟ィ⾲のマスター: 二㔜クロス⾲・カイ 2乗᳨定・三㔜クロス⾲・SPSSでの使⏝ἲ 

    ・┦㛵係数をマスターする㸸┦㛵係数・偏┦㛵係数・SPSSでの使⏝ἲ 

    ・Rコマンダーの基♏(1)㸸度数分布⾲・代⾲値と散布度の指ᶆ 

    ・Rコマンダーの基♏(2)㸸クロス㞟ィ⾲・┦㛵係数・回帰分ᯒ 

    ・Rの基♏㸸インストール方ἲ・データの入力・ライブラリーのㄞみ㎸み・基ᮏ文ἲ 
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 㸺IAコース㸼 

     ㅮ⩏内容 ⤫ィ分ᯒソフト SPSSの基♏ 

     㛤催日 2013年 5月 8日㸦Ỉ㸧 

     場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8302教室 

     ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

     参加人数 25名 

 

   㸺IBコース㸼 

     ㅮ⩏内容 クロス㞟ィ⾲をマスターする 

     㛤催日 2013年 5月 22日㸦Ỉ㸧 

     場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8302教室 

     ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

     参加人数 12名 

   㸺ICコース㸼 

     ㅮ⩏内容 ┦㛵係数をマスターする 

     㛤催日 2013年 6月 5日㸦Ỉ㸧 

     場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8302教室 

     ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

     参加人数 12名 

 

   㸺IDコース㸼 

     ㅮ⩏内容 Rコマンダーの基♏㸦1㸧 

     㛤催日 2013年 6月 19日㸦Ỉ㸧 

     場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8302教室 

     ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

     参加人数 8名 

 

  㸺IEコース㸼 

     ㅮ⩏内容 Rコマンダーの基♏㸦2㸧 

     㛤催日 2013年 7月 3日㸦Ỉ㸧 

     場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8302教室 

     ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

     参加人数 1名 

 

㸺IFコース㸼 

     ㅮ⩏内容 Rの基♏ 

     㛤催日 2013年 7月 17日㸦Ỉ㸧 

     場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8302教室 

     ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

     参加人数 0名㸦㛤ㅮ中止㸧 
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  㸺NAコース㸼 

     ㅮ⩏内容 Rコマンダーの基♏㸦1㸧 

     㛤催日 2013年 5月 13日㸦月㸧 

     場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

     ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

     参加人数 2名 

 

㸺NBコース㸼 

     ㅮ⩏内容 Rコマンダーの基♏㸦2㸧 

     㛤催日 2013年 6月 10日㸦月㸧 

     場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

     ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

     参加人数 1名 

 

㸺NCコース㸼 

     ㅮ⩏内容 Rの基♏ 

     㛤催日 2013年 7月 15日㸦月㸧 

     場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

     ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

     参加人数 2名 

 

◆2013年後ᮇ CSI⤫ィ分ᯒセミナー 㸦ụ⿄・新座キャンパス㛤催㸧 

㹼⤫ィ分ᯒソフト SPSSと Rによる⤫ィ分ᯒ㹼 

㸺セミナーᴫせ㸼 

・回帰分ᯒ入㛛(1)㸸単回帰分ᯒ・㔜回帰分ᯒ・SPSS/AMOSでの使⏝方ἲ 

・回帰分ᯒ入㛛(2)㸸ダミー変数・回帰デ断・SPSS/AMOSでの使⏝方ἲ 

・因子分ᯒ入㛛㸸因子分ᯒのᴫせ・最尤ἲによる因子分ᯒ・SPSS/AMOSでの使⏝例 

・共分散ᵓ㐀分ᯒ入㛛(1)㸸共分散ᵓ㐀分ᯒとは㸽・AMOSでの使⏝方ἲ 

・共分散ᵓ㐀分ᯒ入㛛(2)㸸共分散ᵓ㐀分ᯒのⓎ展ⓗなヰ㢟・AMOSでの使⏝方ἲ 

・Rコマンダーの基♏(1)㸸度数分布⾲・代⾲値と散布度の指ᶆ・クロス㞟ィ⾲ 

・Rコマンダーの基♏(2)㸸┦㛵係数、回帰分ᯒ 

・Rの基♏㸸インストール方ἲ・データ入力・パッケージ・基ᮏ文ἲ 

 

㸺IAコース㸼 

      ㅮ⩏内容 回帰分ᯒ入㛛㸦1㸧 

   㛤催日 2013年 10月 9日㸦Ỉ㸧 

      場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

      ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

      参加人数 20名 
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     㸺IBコース㸼 

      ㅮ⩏内容 回帰分ᯒ入㛛㸦2㸧 

㛤催日 2013年 10月 23日㸦Ỉ㸧 

      場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

      ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

      参加人数 10名 

  

   㸺ICコース㸼 

      ㅮ⩏内容 因子分ᯒ入㛛  

      㛤催日 2013年 10月 30日㸦Ỉ㸧 

      場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

      ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

      参加人数 14名 

 

   㸺IDコース㸼 

      ㅮ⩏内容 共分散ᵓ㐀分ᯒ入㛛㸦1㸧 

      㛤催日 2013年 11月 20日㸦Ỉ㸧 

      場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

      ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

      参加人数 13名 

 

     䠘IEコース㸼 

      ㅮ⩏内容 共分散ᵓ㐀分ᯒ入㛛㸦2㸧 

      㛤催日 2013年 11月 27日㸦Ỉ㸧 

      場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

      ㅮ 師 㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

      参加人数 6名 

        

   㸺IFコース㸼 

      ㅮ⩏内容 Rコマンダーの基♏  

      㛤催日 2013年 12月 11日㸦Ỉ㸧 

      場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

      ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

      参加人数 3名 

  

     䠘IGコース㸼 

      ㅮ⩏内容 Rの基♏ 

      㛤催日 2013年 12月 18日㸦Ỉ㸧 

      場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

      ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

      参加人数 2名 
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    㸺NAコース㸼 

       ㅮ⩏内容 Rコマンダーの基♏㸦1㸧 

       㛤催日 2013年 10月 14日㸦月㸧 

       場 所 ❧教大学ụ⿄新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

       ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

       参加人数 4名 

 

      㸺NBコース㸼 

       ㅮ⩏内容 Rコマンダーの基♏㸦2㸧 

       㛤催日 2013年 11月 18日㸦月㸧 

       場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

       ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

       参加人数 2名 

        

    㸺NCコース㸼 

       ㅮ⩏内容 Rの基♏ 

       㛤催日 2013年 12月 9日㸦月㸧 

       場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

       ㅮ 師 ⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

       参加人数 2名 

 

◆2013年前ᮇ CSI⤫ィά⏝セミナー 㸦ụ⿄・新座キャンパス㛤催㸧 

㸺セミナー┠ⓗとᴫせ㸼 

    ᮏセミナーでは♫会情報教⫱◊✲センターが提供する⤫ィ利ά⏝のためのコンテンツを 

使って、公ⓗ⤫ィ学⩦、⤒῭Ἴ及効ᯝ分ᯒ、⤫ィ地図の作成などを⾜う。 

・ ❧教∧『G-Census』(⤫ィ GIS)㸸国や地域の地図を作成し、地図上に必せな⤫ィデータを⾲♧する 

・『⥲務┬⤫ィ局⤫ィ学⩦コンテンツ㸦すたなび㸧』:公ⓗ⤫ィデータの扱い方などの基ᮏ学⩦が可⬟  

・『公ⓗ⤫ィ⥲合学⩦コンテンツ(すたまる)』:⤫ィ学⩦を⥙⨶したコンテンツ 

・『将᮶人口推ィ分ᯒ(POCO)』:国や地域の将᮶人口推ィを⾜い、人口ピラミッドの作成を⾜う 

・『Ἴ及効ᯝ分ᯒ(RECO)』:ᮾ京スカイツリーの建タ効ᯝなど⤒῭Ἴ及効ᯝの分ᯒを⾜う 

・『SPSSミクロ⤫ィ分ᯒ入㛛』㸸SPSSを⏝いたミクロデータ分ᯒを⾜い、匿名データをά⏝した分ᯒを⾜う 

 

㸺Aコース㸼 

              ㅮ⩏内容 G-Censusセミナー1 

              㛤催日 2013年 5月 20日㸦月㸧 

              場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

              ㅮ 師 小す ⣧㸦㸦公㈈㸧⤫ィ情報◊✲㛤Ⓨセンター ◊✲員㸧 

        参加人数 22名 

  

               䠘Bコース㸼 

        ㅮ⩏内容 G-Censusセミナー2 

              㛤催日 2013年 5月 27日㸦月㸧 

              場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

              ㅮ 師 小す ⣧㸦㸦公㈈㸧⤫ィ情報◊✲㛤Ⓨセンター ◊✲員㸧 

      参加人数 19名 
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         䠘Cコース㸼 

        ㅮ⩏内容 ⤫ィ学⩦コンテンツ⤂介 

        㛤催日 2013年 6月 6日㸦ᮌ㸧 

        場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N824教室 

        ㅮ 師 倉⏣ ▱⛅㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

        参加人数 0名㸦㛤ㅮ中止䠅 

      㸺Dコース㸼 

        ㅮ⩏内容 将᮶人口を推ィする㸦POCO㸧 

        㛤催日 2013年 6月 17日㸦月㸧 

        場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 倉⏣ ▱⛅㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

        参加人数 22名 

 

      㸺Eコース㸼 

        ㅮ⩏内容 SPSSミクロ⤫ィ分ᯒ入㛛 

        㛤催日 2013年 6月 27日㸦ᮌ㸧 

        場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 小㔝寺 剛㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

        参加人数 1名 

        

   䕺2013年後ᮇ CSI⤫ィά⏝セミナー㸦ụ⿄・新座キャンパス㛤催㸧 

 

        㸺Aコース㸼 

        ㅮ⩏内容 ⤫ィ学⩦コンテンツ⤂介 

        㛤催日 2013年 10月 8日㸦ⅆ㸧 

        場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

        ㅮ 師 小㔝寺 剛㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

        参加人数 0名㸦㛤ㅮ中Ṇ㸧 

  

     㸺Bコース㸼 

        ㅮ⩏内容 ⤒῭Ἴ及効ᯝ分ᯒ㸦RECO㸧① 

        㛤催日 2013年 10月 18日㸦㔠㸧 

        場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 小㔝寺 剛㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

            参加人数 0名㸦㛤ㅮ中Ṇ㸧 

 

     㸺Cコース㸼 

        ㅮ⩏内容 ⤒῭Ἴ及効ᯝ分ᯒ㸦RECO㸧② 

        㛤催日 2013年 10月 25日㸦㔠㸧 

        場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 倉⏣ ▱⛅㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

        参加人数 1名 
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     㸺Dコース㸼 

        ㅮ⩏内容 ⤫ィ地図セミナー G-Census 

        㛤催日 2013年 11月 12日㸦ⅆ㸧 

        場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 小す ⣧㸦㸦公㈈㸧⤫ィ情報◊✲㛤Ⓨセンター ◊✲員㸧 

        参加人数 1名 

 

        䠘Eコース㸼 

        ㅮ⩏内容 SPSSミクロ⤫ィ分ᯒ入㛛 

        㛤催日 2013年 12月 3日㸦ⅆ㸧 

        場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823教室 

        ㅮ 師 小㔝寺 剛㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

        参加人数 1名 

 

 4)⤫ィ᳨定対⟇セミナー 

㸺セミナー┠ⓗとᴫせ㸼 

    ❧教大学の⤫ィ᳨定受㦂希望⪅に対し、⤫ィ᳨定対⟇セミナーをこれまで実施してきている。 

2013年 11月 17日に㛤催された❧教大学団体受㦂を受㦂した学⏕に、受㦂対㇟のレベルに合

わせた⤫ィ᳨定ヨ㦂対⟇のセミナーをụ⿄・新座キャンパスにて各 4回㛤催した。また、今

回初めて⤫ィㄪᰝ士の受㦂⪅向けにヨ㦂対⟇を兼ねたガイダンスセミナーを㛤催した。 

大学㛫㐃携事ᴗにおける㐃携大学団体受㦂制度との┦乗効ᯝで年々セミナー受ㅮ⪅が増加して

おり、❧教大学における⮬律ⓗな⤫ィ学⩦の提供ᶵ㛵としての役割を担いつつある。 

 

㸺⤫ィㄪᰝ士対⟇セミナー㸼 

㛤催日 2013年 10月 7日㸦月㸧 

場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402 教室 

ㅮ 師 ⳥地 㐍㸦⤒῭学㒊 教授㸧 

参加人数 22名 

 

㸺➨ 1回⤫ィ᳨定 2・3⣭対⟇セミナー㸼 

㛤催日 2013年 10月 10日㸦ᮌ㸧 

場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402 教室 

ㅮ 師 2・3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 17名 

 

㛤催日 2013年 10月 11日㸦㔠㸧 

場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823 教室 

ㅮ 師 2・3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 5名 
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㸺➨ 2回⤫ィ᳨定 2・3⣭対⟇セミナー㸼 

㛤催日 2013年 10月 24日㸦ᮌ㸧 

場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402 教室、8501教室 

ㅮ 師 2⣭対㇟㸸山口 和⠊㸦⤒営学㒊 教授㸧 

ㅮ 師 2⣭対㇟㸸大川内 㝯朗㸦プログラム・コーディネーター㸧 

       3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 18名 

 

㛤催日 2013年 10月 25日㸦㔠㸧 

場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823 教室 

ㅮ 師 2・3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 4名 

 

㸺➨ 3回⤫ィ᳨定 2・3⣭対⟇セミナー㸼 

㛤催日 2013年 11月 7日㸦ᮌ㸧 

場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402 教室、8501教室 

ㅮ 師 2⣭対㇟㸸山口 和⠊㸦⤒営学㒊 教授㸧 

ㅮ 師 2⣭対㇟㸸大川内 㝯朗㸦プログラム・コーディネーター㸧 

       3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 12名 

 

㛤催日 2013年 11月 8日㸦㔠㸧 

場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823 教室 

ㅮ 師 2・3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 6名 

 

㸺➨ 4回⤫ィ᳨定 2・3⣭対⟇セミナー㸼 

㛤催日 2013年 11月 14日㸦ᮌ㸧 

場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402 教室、8501教室 

ㅮ 師 2⣭対㇟㸸山口 和⠊㸦⤒営学㒊 教授㸧 

ㅮ 師 2⣭対㇟㸸大川内 㝯朗㸦プログラム・コーディネーター㸧 

       3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 14名 

 

㛤催日 2013年 11月 15日㸦㔠㸧 

場 所 ❧教大学新座キャンパス 8号㤋 N823 教室 

ㅮ 師 2・3⣭対㇟㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

参加人数 7名 

 

5) CSI⤫ィ◊✲会 

CSI⤫ィ◊✲会は、⤫ィ実務⪅や地域♫会◊✲の➨一人⪅をゲストに㏄え、⤫ィの⌧場で㉳こって

いる事や⤫ィ情報のά⏝をテーマに報告をしていただいた。参加⪅も学⏕、他大学からも㠀常に多

くの㛵心が㞟まり、◊✲会も㉁の㧗い㆟ㄽが⧞り広げられた。今後も⤫ィ㛵係⪅の㛵心が㧗いトピ

ックを中心に扱っていく予定である。 
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㸺➨ 6回 CSI⤫ィ◊✲会㸼 

㒔市・地域政⟇をテーマとするゼミナール教⫱における⤫ィ・♫会情報のά⏝ 

㛤 催 2013年 7月 10日㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 8号㤋 CSI会㆟スペース 

ㅮ 師 ⏣島 夏与㸦❧教大学 ⤒῭学㒊 准教授㸧 

参加人数 10名 

 

㸺➨ 7回 CSI⤫ィ◊✲会㸼 

㒔㐨府┴⤫ィ㒊㛛における新たな₻ὶ 

㛤 催 2013年 7月 26日㸦㔠㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 8号㤋 CSI会㆟スペース 

ㅮ 師 加⸨ ⪔二㸦⥲務┬⤫ィ局 ⤫ィ◊修所教官㸧 

    㧗ᶫ ὒ介㸦⤫ィ局⤫ィ情報システムㄢ ⤫ィ情報企⏬室⤫ィ専㛛⫋㸧 

参加人数 8名 

 

㸺➨ 8回 CSI⤫ィ◊✲会㸼 

政⟇❧᱌成における⤫ィ㹼岐㜧┴の取り⤌み事例 

㛤 催 2013年 11月 15日㸦㔠㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 8号㤋 CSI会㆟スペース 

ㅮ 師 ΎỈ ᾈ二㸦岐㜧┴⤫ィㄢ㸧 

参加人数 10名 

 

6) CSI社会ㄪ査䝣䜷䞊䝷䝮 

㏆年䚸⤫ィ的䛺社会ㄪ査䝕䞊䝍䜢用䛔䛯実ド分析䜔⤫ィ䞉社会ㄪ査教⫱䜈䛾㛵心䛜㧗䜎䜚䚸社会ㄪ査

䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤䜢㏻䛨䛶公㛤䛥䜜䛯䝕䞊䝍䜢利用䛧䛯 2 次分析䜔⤫ィ教⫱䛜注目䛥䜜䛶䛔䜛䚹䛣䛖䛔䛳

䛯全体的䛺㟂せ䜢㚷䜏䛶䚸CSI䛷䛿社会ㄪ査䝣䜷䞊䝷䝮䜢 2013年度䜘䜚㛤催䜢㛤始䛧䛯䚹2013年度䛾

CSI社会ㄪ査䝣䜷䞊䝷䝮䛷䛿䚸䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤䛾利用方法䜔䝟䞊䝋䝘䝹䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛾測定方法䛺䛹䜢

䝔䞊䝬䛻䝀䝇䝖䝇䝢䞊䜹䞊䛻䛚ヰ䛧㡬䛝䚸研究⪅䜔大学㝔学生䛾㛫䛷様䚻䛺䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䛜交䜟䛥䜜

䜛機会提供䜢⾜䛳䛯䚹 

 

㸺➨ 1回 CSI♫会ㄪᰝフォーラム㸼 

㢟 ┠ RUDAをはじめとする◊✲⪅向けアーカイブ⤂介、公㛤データの᳨⣴・利⏝方ἲ 

㛤催日 2013年 10月 25日㸦㔠㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 8号㤋 8503教室 

ㅮ₇⪅ ᮅ岡 ㄔ㸦❧教大学 ♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

 

㸺➨ 2回 CSI♫会ㄪᰝフォーラム㸼 

㢟 ┠ パーソナル・ネットワークの 定と分ᯒ㸫サイズ・ᵓ成・ᵓ㐀の᳨ウ㸫 

㛤催日 2014年 2月 26日㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス マキムホール➨ 2会㆟室 

ㅮ₇⪅ ▼㯮 ᱁㸦日ᮏ女子大学 人㛫♫会学㒊 准教授㸧 
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7) 共催䞉後援䝉䝭䝘䞊等 

㸺アドバンスド♫会ㄪᰝ士セミナー㸼 

専㛛♫会ㄪᰝ士取得㸦8᮲つ定㸧希望⪅と♫会ㄪᰝ実務向上をめざす人のためのアドバンス

ド♫会ㄪᰝセミナーの㛤催協力を⾜った。ᮏセミナーは、専㛛♫会ㄪᰝ士㸦ṇつ㸧のᶆ‽

カリキュラム H、I、Jの 3⛉┠の内容に対応しており、大学㝔での専㛛ⓗな♫会ㄪᰝἲの

授ᴗ内容に┦当する㞟中セミナーが実施された。 

 

1日┠ 2014年 3月 12日(Ỉ) 

2日┠ 2014年 3月 13日(ᮌ) 

3日┠ 2014年 3月 14日(㔠) 

4日┠ 2014年 3月 15日(土) 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス D601教室、8号㤋 8506教室 

ㅮ 師 ┒山 和夫㸦㛵す学㝔大学㸧 

⚟⏣ 昌史㸦ㄞ売新⪺♫㸧 

保⏣ 時⏨㸦㛵す大学㸧 

丸岡 吉人㸦㟁㏻㸧 

川➃ 亮㸦大㜰大学㸧 

後⸨ ⠊❶㸦日ᮏ大学㸧 

古㈡ ṇ⩏㸦中央大学㸧 

 

ㅮ 座 ①♫会ㄪᰝの企⏬とタィ 

②㉁ⓗㄪᰝの有効性と分ᯒ方ἲを⪃える 

③世ㄽㄪᰝの⌧≧とㄢ㢟 

④㉁ⓗデータのィ㔞分ᯒ㸸⮬⏤回⟅とインタビューのコンピュータ・コーディング 

⑤マルチレベル分ᯒの⪃え方 

⑥マルチレベル分ᯒの実㝿㸦SPSS実⩦㸧 

⑦マーケティングリサーチ㸸マーケティング意志Ỵ定を支援する 

♫会ㄪᰝ㸦ミニ₇⩦を含む㸧 

⑧㒔市♫会ㄪᰝとビジュアルㄪᰝ㸸方ἲと実㝿 

      

㸺㧗ᰯ⏕向け⤫ィ教⫱セミナー㸼 

2013年度の㧗ᰯ⏕向け⤫ィ教⫱セミナーは『⤫ィⓗ思⪃力㸸仮ㄝの᳨ド‐データをά⏝し判断

する‐』をテーマに実施した。㧗ᰯの数学⛉┠の一㒊である『⤫ィ学』と『数学』との㐪いは何

なのかを⪃えながら⤫ィ学を捉えた。⤫ィ基♏力のᾰ㣴となることをめざし、今後もセミナーを

実施する予定である。 

 

ㅮ⩏内容 「⤫ィⓗ思⪃力㸸仮ㄝの᳨ド㸫データをά⏝し、判断する㸫」 

㛤催日 2013年 7月 31日㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8402教室 

ㅮ 師 山口 和⠊㸦⤒営学㒊 教授㸧 

参加人数 千ⴥ市❧千ⴥ㧗➼学ᰯ の⏕徒・引⋡教ㅍ ィ 17名 

 

 

 



- 18 - 
 

㸺S2⛉┠ㅮ⩦会㸼 

専㛛♫会ㄪᰝ士取得希望⪅のためのㅮ⩦会。♫会ㄪᰝ士⛉┠ D、E⛉┠に対応する。S1⛉┠ㅮ⩦

会と⤌み合わせることで専㛛♫会ㄪᰝ士取得を┠指す大学㝔⏕・および実務⪅の専㛛♫会ㄪᰝ士

㈨᱁取得を支援するㅮ⩦会である。例年㛤催協力を⾜っている。 

 

1日┠ 2013年 9月 10日㸦ⅆ㸧 

2日┠ 2013年 9月 11日㸦Ỉ㸧 

3日┠ 2013年 9月 12日㸦ᮌ㸧 

4日┠ 2013年 9月 13日㸦㔠㸧 

㛤催場所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 8号㤋 8506教室 

主 催 㸦♫㸧♫会ㄪᰝ協会  

ㅮ 師 保⏣ 時⏨㸦㛵す大学㸧 

大ᵳ ⱱ実㸦㤳㒔大学ᮾ京㸧 

すᮧ ⣧子㸦明星大学㸧 

三㍯ 哲㸦ᮾ北大学㸧 

     ㅮ⩦会内容 

   ①⤫ィデータと⤫ィ分ᯒソフト 

   ②代⾲値とばらつき 

    ③㛵㐃を捉える 

   ④☜⋡ㄽの基♏ 

   ⑤⤫ィⓗなプレゼンテーション 

   ⑥⤫ィⓗ推 の基♏ 

         ⑦⤫ィⓗ推定の実㝿 

     ⑧⤫ィⓗ᳨定の実㝿 

   ⑨クロス⾲の᳨定 

   ⑩┦㛵係数の᳨定 

   ⑪中㛫ヨ㦂 

   ⑫単回帰分ᯒ 

   ⑬多変㔞ゎᯒの┠ⓗと意⩏ 

   ⑭㔜回帰分ᯒの実㝿  

   ⑮㔜回帰分ᯒの㝈⏺と他のモデルへの拡張 

   ⑯さまざまな多変㔞ゎᯒ 

   ⑰その他の多変㔞ゎᯒ1㸦分散分ᯒ㸧 

   ⑱その他の多変㔞ゎᯒ2㸦主成分分ᯒ㸧 

   ⑲その他の多変㔞ゎᯒ3㸦探⣴ⓗ因子分ᯒ㸧 

   ⑳レポート作成実⩦ 

 

㸺➨ 3回スポーツデータゎᯒコンペティション コンペティションのⓎ⾲審ᰝ会㸼 

㛤催日 2013年 12月 26日㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス マキムホール M201 

主 催 ⤫ィ数⌮◊✲所、日ᮏ⤫ィ学会スポーツ⤫ィ分⛉会、日ᮏ⤫ィ学会⤫ィ教⫱分⛉会、

日ᮏ⤫ィ学会⤫ィ教⫱委員会、❧教大学♫会情報教⫱◊✲センター、平成 25 年度⤫

ィ数⌮◊✲所共同◊✲「スポーツデータゎᯒにおける⌮ㄽと事例に㛵する◊✲㞟会」



- 19 - 
 

㸦◊✲代⾲⪅㸸➉内光悦㸧、平成 21-25 年度⛉学◊✲㈝・基┙◊✲(B)「▱㆑基┙♫

会を支える⤫ィ教⫱の新展㛤㸫小中㧗と大学・♫会を⧅ぐ教⫱ システムの◊✲」㸦◊

✲代⾲⪅㸸Ώ㎶⨾智子㸧、平成 23-26 年度⛉学◊✲㈝ⱝ手◊✲ (B)㸦◊✲代⾲⪅㸸➉

内光悦㸧『問㢟ゎỴ力⫱成を┠指す⤫ィ教⫱の授ᴗ㐠営とホ価のᯟ⤌み』 

共 催 データスタジアム㸦ᰴ㸧 

プログラム 

①ロジスティック回帰分ᯒを⏝いたボランチのパスホ価㹼ガンバ大㜰㐲⸨㑅手を基‽に㹼 
②Rasch モデルを⏝いた日ᮏプロ㔝⌫における打⪅・投手のホ価付モデル 

③ゴロにおける内㔝守備の最㐺なポジション 

④グラフ⌮ㄽによるサッカーのパスゎᯒ—ペトロヴィッチサッカースカウティングレポート— 

⑤バントの有効性 

⑥マルコフ㐃㙐を利⏝した打㡰別の打⪅ホ価モデル 

⑦J リーグ+Quality プロジェクトのためのファウルⓎ⏕≧ἣ分ᯒ 

⑧投手の“ぢえない”⬟力を探る㹼ノビ㸪キレの定㔞化㹼 

⑨㑅手の≉徴およびㄪ子のἼを把握するⅭの修ṇ OPS とそのά⏝例 

⑩J リーグにおける㑅手とチームの攻撃力指ᶆ 

⑪傾向スコアによる≛≅バントの効ᯝの推定 

⑫ᮍ対戦の打⪅と投手の打⋡予  

 
㸺➨ 3回スポーツデータゎᯒコンペティション受㈹⪅ㅮ₇会㸼 

㛤催日 2014年 3月 6日㸦ᮌ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 太刀川グ念㤋 3F多┠ⓗホール 

主 催 一⯡♫団ἲ人日ᮏ⤫ィ学会、日ᮏ⤫ィ学会スポーツ⤫ィ分⛉会、情報・システム◊✲

ᶵᵓ⤫ィ数⌮◊✲所 

共 催 日ᮏ⤫ィ学会⤫ィ教⫱委員会、日ᮏ⤫ィ学会⤫ィ教⫱分⛉会、⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネ

ットワーク㧗大㐃携委員会、❧教大学♫会情報教⫱◊✲センター、平成 25年度⤫ィ数

⌮◊✲所共同◊✲「スポーツデータゎᯒにおける⌮ㄽと事例に㛵する◊✲㞟会」㸦◊

✲代⾲⪅㸸➉内光悦㸧 

協㈶  データスタジアム㸦ᰴ㸧 

ㅮ₇ 1「ボールのキレ・ノビを⛉学する㸫㔝⌫投手の⌫㉁ホ価㸫」 

ㅮ₇ 2「㑅手の≉徴をぢえる化する新指ᶆの㛤Ⓨと、㑅手クラスター分ᯒへのトライ」 

ㅮ師  ⚄事 努㸦国㝿Ṋ㐨大学体⫱学㒊㸧、ᮌ下 㝧介㸦ᰴ式会♫博報堂・◊✲㛤Ⓨ局㸧 

 

㸺➨ 64回⤫ィセミナー㸼 

㢟 ┠『⤒῭センサスから何がわかる』 

㛤催日 2014年 3月 15日㸦土㸧 

場 所 ❧教大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8201教室 

主 催 ㈈団ἲ人 日ᮏ⤫ィ協会 

共 催 日ᮏ⤫ィ学会、⤫ィ㛵㐃学会㐃合、❧教大学 ♫会情報教⫱◊✲センター 

後 援 ⥲務┬⤫ィ局 

ㅮ₇⪅ Ụ刺 ⱥ信㸦⥲務┬⤫ィ局⤒῭⤫ィㄢ ㄪᰝ官㸧 

    㛗㇂川 普一㸦新₲市役所 㒔市政⟇㒊 GISセンター主ᰝ㸧 

    平下 ἞㸦ᰴ式会♫ JPS 代⾲取⥾役㸧 

 



- 20 - 
 

8)外㒊ᶵ㛵からの依㢗ㅮ₇・ㅮ⩏ 

 ♫会情報教⫱◊✲センターでは数多くの⤫ィデータをά⏝し、コンテンツ作成やㄪᰝ分ᯒを⾜っ

ている。その⤖ᯝ、官公庁や企ᴗ・団体➼から出張ㅮ⩏・ㅮ₇依㢗が᮶るᶵ会が増加している。以

下、依㢗内容をグ㍕する。そのような外㒊でのά動をつうじて、教⫱・◊✲ᶵ㛵として幅広い⤫ィ

データをά⏝・普及ά動を実施していることが、国内外にて幅広くㄆ▱されている。これは、我が

国の⤫ィ作成および普及に大きく寄与しているといえる。 

 

◆平成 25年度Ⲉ城┴地方⤫ィ⫋員ᴗ務◊修① 

㛤催日 2013年 5月 14日㸦ⅆ㸧午後 2時㹼4時 

主 催 Ⲉ城┴庁 

場 所 Ⲉ城┴㛤Ⓨ公♫ 3㝵 中会㆟室 3 

ㅮ₇⪅ ⳥地 㐍㸦⤒῭学㒊 教授㸧 

テーマ 「地方⮬἞体における政⟇形成と⤫ィ利⏝」 

対 ㇟ Ⲉ城┴⤫ィ㛵係⫋員、Ⲉ城┴内市⏫ᮧ⤫ィ㛵係⫋員 

 

◆平成 25年度⥲務┬⤫ィ局⤫ィ◊修所中堅⫋員ㄢ⛬「地域⤒῭と⤫ィ」ㅮ⩏② 

㛤催日 2013年 6月 3日㸦月㸧午後 2時 35分㹼5時 10分 

主 催 ⥲務┬⤫ィ局⤫ィ◊修所 

場 所 ⤫ィ◊修所 1㝵大会㆟室 

ㅮ 師 ⳥地 㐍㸦⤒῭学㒊 教授㸧 

テーマ 「地域⤒῭と⤫ィ㸫政⟇形成と地方⤫ィの利ά⏝―」 

対 ㇟ 国及び地方⮬἞体の⤫ィ㛵係⫋員 

 

◆平成 25年度⥲務┬⤫ィ◊修所≉別ㅮ座『政⟇と⤫ィ』ㅮ⩏③ 

㛤催日 2013年 11月 18日㸦月㸧午前 10時㹼12時 

主 催 ⥲務┬⤫ィ局⤫ィ◊修所 

場 所 ⤫ィ◊修所➨ 2教室 

ㅮ 師 ⳥地 㐍㸦⤒῭学㒊 教授㸧 

テーマ 「政⟇と⤫ィ―政⟇形成における⤫ィの役割―」 

対 ㇟ 国及び地方⮬἞体の⤫ィ㛵係⫋員 

 

◆平成 26年中小企ᴗ家同友会全国幹事会ㅮ₇④ 

㛤催日 2014年 1月 10日㸦㔠㸧午後 1時 30分㹼2時 30分 

主 催 中小企ᴗ家同友会全国協㆟会 

場 所 中㔝サンプラザ 

ㅮ 師 ⳥地 㐍㸦⤒῭学㒊 教授㸧 

テーマ 「⤫ィからみた情勢と情勢に㈇けない企ᴗづくり」 

対 ㇟ 47㒔㐨府┴中小企ᴗ家同友会⌮事・事務局⫋員 

 

3.㈨格支援事業 

1䠅社会ㄪ査士㈨格支援 

「♫会ㄪᰝ士」と「専㛛♫会ㄪᰝ士」の㸰つの㈨᱁は、いずれも一⯡♫団ἲ人 ♫会ㄪᰝ協会

がㄆ定するものであり、♫会ㄪᰝの▱㆑と技⬟を有する専㛛ⓗな人ᮦの⫱成を┠ⓗとしている。

いずれの㈨᱁も、専㛛▱㆑や技ἲを⏝いて世ㄽや市場動向・♫会事㇟➼をとらえる⬟力を有する
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「♫会ㄪᰝの専㛛家」であることを想定しており、「♫会ㄪᰝ士」は♫会ㄪᰝの基♏⬟力を有す

る専㛛家として、「専㛛♫会ㄪᰝ士」はさらに㧗度なㄪᰝ⬟力を㌟につけたプロの♫会ㄪᰝ士と

位⨨づけられている。 

♫会情報教⫱◊✲センターでは、♫会ㄪᰝ協会に向けては❧教大学全体として教⫱⤌⧊会員と

なり、学内に向けては㈨᱁支援事ᴗの⤫括および一元化を⾜っている。また♫会情報教⫱◊✲セ

ンター助教が㈨᱁対応カリキュラム導入学㒊・学⛉・◊✲⛉すべての㐃⤡㈐任⪅となり、それら

学内各㒊局の⛉┠ㄆ定⏦ㄳのサポートや学⏕の㈨᱁取得支援を⾜っている。 

㈨᱁対応カリキュラム導入学㒊・学⛉・◊✲⛉への⛉┠ㄆ定⏦ㄳのサポート事例としては、

2012年度より「♫会学㒊共㏻⛉┠」をタ⨨した♫会学㒊に対し、改定後のカリキュラムに対応し

た⛉┠ㄆ定の⏦ㄳ手⥆を㑇₃なく⾜うべく、2013年度も当センターと学㒊㐃⤡㈐任⪅との㛫で打

ち合わせを⾜った。また、2013年度より新たに⌧代心⌮学㒊心⌮学⛉に♫会ㄪᰝ士⛉┠導入が⾜

われたが、前年度に⌧代心⌮学㒊・新座事務㒊教務ㄢ・♫会情報教⫱◊✲センターの三⪅で㐃携

して⛉┠タィ・新つ⛉┠導入・⏦ㄳ書作成など一㐃の⏦ㄳᴗ務を㐍めた。さらに、⤒῭学㒊に対

しても㐣年度⛉┠について㐳及して⛉┠ㄆ定⏦ㄳを⾜うべく、担当教員と協㆟しつつ㛵係書㢮を

作成し手⥆を㐍めた。これらのά動を㏻じて、㈨᱁対応カリキュラムを導入する全学㒊・学⛉・

◊✲⛉合ィで 126⛉┠を 2013年度⛉┠としてㄆ定を受け、また 2014年度の対応⛉┠として同じ

く 100⛉┠のㄆ定⏦ㄳ手⥆を 2013年 12月に⾜った。 

また、学⏕に対する㈨᱁取得支援ά動としては、㈨᱁ㄆ定⏦ㄳに有⏝な「指定⛉┠ド明書」の

Ⓨ⾜システムを 2012年度 6月より当センターに全㠃ⓗに⛣⾜し㐠⏝を㛤始したが、2013年度も

同システムをụ⿄・新座キャンパス両キャンパスにおいてά⏝している。これによりụ⿄キャン

パス教務事務センターおよび新座キャンパス事務㒊教務ㄢのᴗ務㈇担が㍍ῶし、さらに各キャン

パスにおける学⏕の⏦ㄳの利便性が向上した。また、システム導入による学⏕のド明書Ⓨ⾜料㔠

㈇担も㍍ῶされている。 

 

◇♫会ㄪᰝ士・専㛛♫会ㄪᰝ士 ㈨᱁制度導入学㒊・◊✲⛉ 一ぴ 

・全学共㏻カリキュラム㸦オンデマンド授ᴗ㸸♫会ㄪᰝ士⛉┠ A㹼E⛉┠タ⨨㸧 

・♫会学㒊 全学⛉ 

・⤒῭学㒊 全学⛉ 

・⤒営学㒊 全学⛉ 

・ほ光学㒊 全学⛉ 

・コミュニティ⚟♴学㒊 コミュニティ政⟇学⛉ 

・⌧代心⌮学㒊 心⌮学⛉ 㸦2013年度より導入㛤始㸧 

・大学㝔 ♫会学◊✲⛉ 

・大学㝔 コミュニティ⚟♴学◊✲⛉ 

 

◇♫会ㄪᰝ士㸦ぢ㎸み㸧㈨᱁取得⏦ㄳ㸸前ᮇ⏦ㄳ⪅ 44名・後ᮇ⏦ㄳ⪅ 71名 合ィ 115名 

♫会ㄪᰝ士 ㈨᱁取得⏦ㄳ  㸸 78名㸦2014年 3月⏦ㄳ分㸧 

専㛛♫会ㄪᰝ士 ㈨᱁取得⏦ㄳ㸸 1名㸦2014年 3月⏦ㄳ分㸧 

㸦2014年 4月 1日⌧在㸧 

  㸨♫会ㄪᰝ士㸦ぢ㎸み㸧・専㛛♫会ㄪᰝ士キャンディデイト ⏦ㄳ 

    前ᮇ ⏦ㄳᮇ㛫 2013年 6月 3日㸦月㸧㹼6月 19日㸦Ỉ㸧 

提出ᮇ㛫 2013年 6月 4日㸦ⅆ㸧㹼6月 21日㸦㔠㸧 

    後ᮇ ⏦ㄳᮇ㛫 2013年 9月 24日㸦ⅆ㸧㹼10月 16日㸦Ỉ㸧 

提出ᮇ㛫 2013年 9月 25日㸦Ỉ㸧㹼10月 18日㸦㔠㸧 
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※専㛛♫会ㄪᰝ士キャンディデイトは後ᮇ⏦ㄳᮇ㛫のみ取扱い。 

㸨♫会ㄪᰝ士・専㛛♫会ㄪᰝ士 ⏦ㄳ 

   ⏦ㄳᮇ㛫 2014年 2月 28日㸦㔠㸧㹼3月 14日㸦㔠㸧 

  提出ᮇ㛫 2014年 3月 24日㸦月㸧㹼3月 31日㸦月㸧 

 

 

 

◆❧教大学における♫会ㄪᰝ士㈨᱁ならびにぢ㎸み㈨᱁⏦ㄳの推⛣について◆ 

 

 
 

❧教大学における♫会ㄪᰝ士㈨᱁のぢ㎸み⏦ㄳ⪅数は、上グ⾲の㏻り増加傾向にある。また、

2010年度より当センターにて⏦ㄳを受け付けているが、学⏕㛫においても当センターのㄆ▱度は

῝まっている。当センターへの⏦ㄳに㛵する問い合わせ・┦ㄯ件数も増加している。また下グの⾲

は、2004年度から 2013年度ᮎまでの、♫会ㄪᰝ士ならびに専㛛♫会ㄪᰝ士の⏦ㄳ⪅数の推⛣であ

る。この⾲をみても、年々⏦ㄳ⪅数は増加傾向にあるとともに、ụ⿄・新座両キャンパスにおいて

も♫会ㄪᰝ士㈨᱁を取得可⬟とする学㒊は増えており、全学㒊ⓗに支援をおこなうᶵ㛵の必せ性は

増していると⪃えられる。当センターにおいて学㒊・教務との㐃⤡を密にとりつつ、支援体制をい

っそう整えていく㔜せ性を感じている。 

 

 
 

2䠅 ⤫ィ検定支援 

2013年 11月 17日㸦日㸧に、一⯡㈈団ἲ人⤫ィ㉁保ド推㐍協会主催による、⤫ィ᳨定が実施さ

れた。♫会情報教⫱◊✲センターは 2011年度より団体受㦂受付から⤫ィ᳨定対⟇セミナー㛤催

社会学部社
会学科

社会学部
メディア社
会学科

社会学部
現代文化
学科

社会学
部産業
関係学
科

社会学部
社会学科
(2006年
度以降入
学生䠅

経済学部
経済学科

経済学部
会計ファイ
ナ䞁ス学
科

経済学部
経済政策
学科

経営学部
経営学科

経営学部
国際経営
学科

コミ䝳ニティ福祉学
部コミ䝳ニティ政策
学科

観光学部
交流文化
学科

観光学部
観光学科

現代心理学部
心理学科

総計

第01回2004年12月 1 2 14 17
第02回2005年6月 29 10 50 89
第03回2005年12月 5 3 7 15
第04回2006年10月 12 5 17 34
第05回2006年12月 2 20 23 45
第06回2007年10月 7 3 8 18
第07回2007年12月 11 6 7 24
第08回2008年10月 11 4 1 4 42 62
第09回2008年12月 17 11 26 11 2 1 68
第10回2009年10月 1 1 13 15
第11回2009年12月 18 14 3 7 42
第12回2010年10月 4 4 3 1 12
第13回2010年12月 18 69 41 3 1 3 19 154
第14回2011年10月 2 17 8 1 1 15 44
第15回2011年12月 37 7 14 4 1 1 1 17 14 4 100

第16回2012年10月 15 3 19 10 2 2 8 6 1 66

第17回2012年12月 6 3 2 2 1 8 4 26

第18回2013年10月 10 2 9 3 1 1 15 3 44

第19回2013年12月 9 4 12 5 1 6 14 5 6 9 71

総計 195 58 235 126 49 23 5 2 33 5 129 66 11 9 946

学部学科別社会調査士見込申請数
ί200ᵒ年῍201ᵑ年後期申請ộỂὸ
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など、⤫ィ᳨定受㦂に対し一元ⓗな支援を⾜っている。⤫ィ᳨定は、文㒊⛉学┬および日ᮏ学⾡

会㆟による㺀大学教⫱の分㔝別㉁保ド㺁の一⎔として実施されたヨ㦂であり、⤫ィ教⫱の㉁保ドと

の㛵㐃で位⨨づけることができる。 

2013年度も大学㛫㐃携事ᴗの一⎔として、❧教大学を含む㐃携 8大学の学⏕・大学㝔⏕の団体

受㦂⪅に対し、⤫ィ᳨定の成⦼データ分ᯒに同意することを᮲件として、団体受㦂料の免㝖が実

施された。㸦個人情報の匿名化処⌮を⾜った上で、受㦂データを⤫ィ᳨定の改善及び⤫ィ教⫱に

㛵するㄪᰝデータとして分ᯒを実施㸧⤫ィ᳨定に合᱁すること⮬体が大学における⤫ィ教⫱の┠

ⓗではなく、その基♏の上に各学㒊の専㛛分㔝の▱㆑を⤖びつけ、ά⏝できるようにすることが

⫢せである。 

 

 実施日 2013年 11月 17日㸦日㸧 

 会 場 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 8号㤋 8201、8202教室 

2013 年度統計検定受験者数 2013/11/17 

  䠍級 䠎級 䠏級 䠐級 統計調査士 専門統計調査士 合計 

受験申込者 6 100 85 4 25 2 222 

実受験者 0 59 63 2 19 1 144 

受験率 0% 59.0% 74.1% 50.0% 76.0% 50.0% 64.9% 

 

4.教⫱支援事業 

1䠅正ㄢㄢ目䛾㛤発䞉提供 

2013年度は、全学共㏻カリキュラムのオンデマンド授ᴗ 「♫会ㄪᰝ入㛛」・「♫会ㄪᰝの技

ἲ」・「データ分ᯒ入㛛」・「データの⛉学」・「多変㔞ゎᯒ入㛛」の㐠営を⾜った。なお、

これら 5⛉┠は、♫会ㄪᰝ士㈨᱁ㄆ定⛉┠となっている。 

  

   『♫会ㄪᰝ入㛛』 

     担当⪅㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

     教⫱コーチ㸸ᮅ岡 ㄔ㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

           ᮏᰡ 亨㸦教⫱コーチ㸧 

    授ᴗの┠ᶆ㸸♫会ㄪᰝの意⩏とㅖ㢮型に㛵する基ᮏⓗ事㡯を⌮ゎし、㈨料やデータの 

収㞟から分ᯒまでのㅖ㐣⛬に㛵する基♏ⓗな事㡯についてᴫㄝする。 

♫会ㄪᰝ士㈨᱁ㄆ定⛉┠「A」に対応。 

受ㅮ⪅数㸸146名 

授ᴗ内容㸸 

       ➨ 1ㅮ ♫会ㄪᰝの┠ⓗ  

       ➨ 2ㅮ ♫会ㄪᰝのㅖ方ἲ 

       ➨ 3ㅮ ♫会ㄪᰝのṔ史㸸Ḣ⡿  

       ➨ 4ㅮ ♫会ㄪᰝのṔ史㸸日ᮏ  

       ➨ 5ㅮ ㄪᰝ対㇟の㑅出方ἲ  

       ➨ 6ㅮ 㔞ⓗㄪᰝἲの✀㢮と≉徴 

       ➨ 7ㅮ ㉁問⣬ㄪᰝのㄪᰝプロセス㸦1㸧  

       ➨ 8ㅮ ㉁問⣬ㄪᰝのㄪᰝプロセス㸦2㸧  
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       ➨ 9ㅮ ㉁問⣬ㄪᰝのㄪᰝプロセス㸦2㸧  

       ➨ 10ㅮ ㉁ⓗㄪᰝἲのᴫせと✀㢮  

       ➨ 11ㅮ ⮬⏤㠃接ἲの✀㢮と方ἲ  

       ➨ 12ㅮ ⮬⏤㠃接ἲのㄪᰝプロセス㸦1㸧  

       ➨ 13ㅮ ⮬⏤㠃接ἲのㄪᰝプロセス㸦2㸧  

       ➨ 14ㅮ ほ察ἲ・ドキュメント分ᯒのㄪᰝプロセス  

       ➨ 15ㅮ ㄪᰝ倫⌮と♫会ㄪᰝのㅖ問㢟   

 

   『♫会ㄪᰝの技ἲ』 

担当⪅㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

教⫱コーチ㸸ᮅ岡 ㄔ㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

      山口 塁㸦リサーチアシスタント㸧 

授ᴗの┠ᶆ㸸♫会ㄪᰝの技ἲⓗな側㠃にὀ┠し、ㄪᰝの企⏬・タィからデータの収㞟と 

整⌮に㛵する具体ⓗな方ἲについてゎㄝする。♫会ㄪᰝ士㈨᱁ㄆ定⛉┠「B」に対応。 

受ㅮ⪅数㸸102名 

授ᴗ内容 

➨ 1ㅮ ♫会ㄪᰝとは何か  

       ➨ 2ㅮ ♫会ㄪᰝの企⏬  

       ➨ 3ㅮ ㄪᰝ方ἲを㑅ぶ  

       ➨ 4ㅮ ᶆᮏタィの方ἲ  

       ➨ 5ㅮ ᶆᮏㄪᰝの実㝿  

       ➨ 6ㅮ ㄪᰝ⚊を作る  

       ➨ 7ㅮ ㉁問文の作り方  

       ➨ 8ㅮ 㑅択⫥の作り方  

       ➨ 9ㅮ ㄪᰝの実施  

       ➨ 10ㅮ データの作成と㞟ィ・分ᯒ  

       ➨ 11ㅮ ㉁ⓗㄪᰝのᴫㄝ  

       ➨ 12ㅮ フィールドワーク  

       ➨ 13ㅮ インタビュー  

       ➨ 14ㅮ 参与ほ察  

       ➨ 15ㅮ ㄽ文・報告書の作成 

 

     『データ分ᯒ入㛛』 

担当⪅㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

教⫱コーチ㸸⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

教⫱コーチ㸸井上 公人㸦リサーチアシスタント㸧 

授ᴗの┠ᶆ㸸♫会ㄪᰝデータの分ᯒの基ᮏⓗな▱㆑を修得し、データのグ㏙や⡆単な二変数 

の㛵㐃を分ᯒし、⤖ᯝを㐺切に整⌮できるようになる。♫会ㄪᰝ士㈨᱁ㄆ定⛉┠「C」に対 

応。 

   受ㅮ⪅数㸸105名 

     授ᴗ内容 

       ➨ 1ㅮ ⤫ィを学ぶ  

       ➨ 2ㅮ 変数の性㉁とデータ分ᯒの方ἲ 

       ➨ 3ㅮ データをグ㏙する㸦1㸧 
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       ➨ 4ㅮ データをグ㏙する㸦2㸧 

       ➨ 5ㅮ データをグ㏙する㸦3㸧  

       ➨ 6ㅮ データをグ㏙する㸦4㸧 

       ➨ 7ㅮ データをグ㏙する㸦5㸧 

       ➨ 8ㅮ データをグ㏙する㸦6㸧  

       ➨ 9ㅮ 2つの変数の㛵㐃を探る (1) 

       ➨ 10ㅮ 2つの変数の㛵㐃を探る (2) 

       ➨ 11ㅮ 2つの変数の㛵㐃を探る (3) 

       ➨ 12ㅮ 2つの変数の㛵㐃を探る (4)  

       ➨ 13ㅮ 回帰分ᯒの基♏  

       ➨ 14ㅮ 擬似┦㛵と変数の⤫制  

       ➨ 15ㅮ 時⣔列データの分ᯒ 

 

     『データの⛉学』 

担当⪅㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

教⫱コーチ㸸倉⏣ ▱⛅㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

教⫱コーチ㸸㕥ᮌ 㞝大㸦リサーチアシスタント㸧 

授ᴗの┠ᶆ㸸♫会について⪃え、ㄢ㢟をゎỴする㐨具として♫会ㄪᰝデータ分ᯒを位⨨

づけ、データを⏝いて推ㄽや仮ㄝを᳨ドするための手ἲを体得する。♫会ㄪᰝ士㈨᱁ㄆ

定⛉┠「D」に対応。 

受ㅮ⪅数㸸72名 

授ᴗ内容 

         ➨ 1ㅮ グ㏙⤫ィ学と推 ⤫ィ学 

         ➨ 2ㅮ ᶆᮏ抽出 (1) 

         ➨ 3ㅮ ☜⋡と☜⋡分布   

         ➨ 4ㅮ ᶆᮏ抽出 (2) 

         ➨ 5ㅮ ⤫ィⓗ推定 (1)  

         ➨ 6ㅮ ⤫ィⓗ推定 (2)  

         ➨ 7ㅮ ⤫ィⓗ推定 (3)  

         ➨ 8ㅮ ⤫ィⓗ᳨定㸦1㸧 

         ➨ 9ㅮ ⤫ィⓗ᳨定㸦2㸧 

              ➨ 10ㅮ 2つの平均値の差の᳨定   

         ➨ 11ㅮ 分散分ᯒ  

         ➨ 12ㅮ カイ 2乗᳨定  

         ➨ 13ㅮ 3㔜クロス⾲の分ᯒ  

         ➨ 14ㅮ ┦㛵と回帰  

         ➨ 15ㅮ 因ᯝへの挑戦   

 

 『多変㔞ゎᯒ入㛛』 

担当⪅㸸㔠⃝ 悠介㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧 

教⫱コーチ㸸⏣中 ₻㸦♫会情報教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧 

授ᴗの┠ᶆ㸸データに₯む㔜せな情報を明らかにする方ἲとして多変㔞ゎᯒを位⨨づけ、 

基ᮏⓗな⪃え方、代⾲ⓗな手ἲ、および♫会におけるά⏝ἲを⌮ゎする。♫会ㄪᰝ士㈨ 

᱁ㄆ定⛉┠「E」に対応。 
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受ㅮ⪅数㸸43名 

授ᴗ内容 

➨ 1ㅮ 多変㔞ゎᯒとは何か?  

➨ 2ㅮ グ㏙⤫ィ学と推 ⤫ィ学の復⩦  

➨ 3ㅮ ┦㛵係数と偏┦㛵係数 

➨ 4ㅮ 㔜回帰分ᯒ (1) 

➨ 5ㅮ 㔜回帰分ᯒ (2)  

➨ 6ㅮ 㔜回帰分ᯒ (3)  

➨ 7ㅮ 二㡯ロジスティック回帰分ᯒ  

➨ 8ㅮ 二元㓄⨨分散分ᯒ   

➨ 9ㅮ 三㔜クロス㞟ィ⾲の分ᯒ 

➨ 10ㅮ 因子分ᯒ (1) 

➨ 11ㅮ 因子分ᯒ (2) 

➨ 12ㅮ 主成分分ᯒ   

➨ 13ㅮ クラスター分ᯒ   

➨ 14ㅮ ᵓ㐀方⛬式モデリング  

➨ 15ㅮ 多変㔞ゎᯒのまとめ 

 

䠎䠅⤫ィ学⩦䝁䞁䝔䞁䝒䞉䝋䝣䝖䜴䜵䜰 

 大学教⫱における⤫ィ学⩦の普及・促㐍を┠ⓗとして、2013年度もコンテンツ作成およびソ

フトウェアのカスタマイズを実施した。また、2012 年度より⤫ィ᳨定対⟇セミナーと合わせて、

⮬学⮬⩦⏝コンテンツとして「⤫ィ᳨定受㦂対⟇コンテンツ」の公㛤を㛤始した。2013年度か

らは新たに「⤫ィㄪᰝ士対⟇コンテンツ」の公㛤を全国の大学に先㥑けて実施した。⤫ィㄪᰝ士

コンテンツは当センターが全国初で制作を⾜ったものであり、コンテンツ公㛤における反㡪は予

想外に大きく、各✀団体より個別に問い合わせを㡬いた。 

また、大学㛫㐃携事ᴗの一⎔として、❧教大学は⤫ィ教⫱ JAVAアプレット・⤫ィ教⫱ソフトウ

ェアの日ᮏㄒ化を実施した。 

2013年度に制作した⤫ィㄪᰝ士コンテンツに更なる改Ⰻを加えると共に、引き⥆き 2014年度も

⤫ィ学⩦コンテンツ㛤Ⓨを⾜う予定である。 

 

◆ 2012年度以前に作成した⤫ィ学⩦コンテンツ 

https://csi.rikkyo.ac.jp/statistical_learning/SitePages/Home.aspx 

 

㸺2013年度作成㸸⤫ィ学⩦コンテンツ・ソフトウェア一ぴ㸼 

 

◆ ⤫ィㄪᰝ士対⟇コンテンツ 

  https://csi.rikkyo.ac.jp/social_research_resource/⤫ィㄪᰝ士ヨ㦂対⟇コンテンツ.pdf 

 

◆ ⤫ィ教⫱ JAVAアプレットの日ᮏㄒ化 

⤫ィ教⫱向けに㛤Ⓨされた、ブラウザ上で動作する 11個の JAVAアプレット教ᮦを日ᮏㄒ

に⩻ヂした。すでに JINSEの e-learningシステム上にアップロードしており、Ⓩ㘓されてい

るメンバーであれば利⏝可⬟。2014年 5月以㝆に CSIWEBサイトより公㛤を予定している。 

 

 

https://csi.rikkyo.ac.jp/statistical_learning/SitePages/Home.aspx
https://csi.rikkyo.ac.jp/social_research_resource/%C3%A7%C2%B5%C2%B1%C3%A8%C2%A8%C2%88%C3%A8%C2%AA%C2%BF%C3%A6%C2%9F%C2%BB%C3%A5%C2%A3%C2%AB%C3%A8%C2%A9%C2%A6%C3%A9%C2%A8%C2%93%C3%A5%C2%AF%C2%BE%C3%A7%C2%AD%C2%96%C3%A3%C2%82%C2%B3%C3%A3%C2%83%C2%B3%C3%A3%C2%83%C2%86%C3%A3%C2%83%C2%B3%C3%A3%C2%83%C2%84.pdf
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◆ ⤫ィ教⫱ソフトウェア「Statistical Lab」の日ᮏㄒ化 

ドイツ・ベルリン⮬⏤大学で㛤Ⓨされたソフトウェア「Statistical Lab㸦オリジナルは

⊂・ⱥ㸧」について、ᰴ式会♫ SRAと協力㛤Ⓨで日ᮏㄒ化作ᴗならびにインストーラの作成

を実施した。メニューやダイアログ➼のインターフェース㒊分の日ᮏㄒ化が完了した。ソフ

トウェアのダウンロードについても 2014年度内に CSIWEBサイトより実施する予定である。 

 

㸱)大学㛫㐃携共同教⫱推㐍事ᴗ 

◆ ⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワークのᴫせ 

 ⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワーク㸦以下㐃携 GPと␎⛠㸧は、「文㒊⛉学┬平成 24年度大

学㛫㐃携共同教⫱推㐍事ᴗ」に採択されたものである。「ㄢ㢟ゎỴ型人ᮦ⫱成のためのᶆ‽

ⓗなカリキュラムコンテンツと教授ἲを整備し、さらに⤫ィ㛵㐃学会及びᴗ⏺団体➼の外㒊

団体を加えたホ価委員会による教⫱効ᯝホ価体制をᵓ⠏することによって、⤫ィ教⫱の㉁保

ド制度を☜❧する」㸦㐃携 GPホームページより引⏝㸧ためにタ❧された。 

 2014年 3月⌧在、㟷山学㝔大学が代⾲ᰯとなり、8大学㸦ᮾ京大学、大㜰大学、⥲合◊✲

大学㝔大学、㟷山学㝔大学、多摩大学、❧教大学、早✄⏣大学、同志♫大学㸧と 6学会㸦応

⏝⤫ィ学会、日ᮏィ⟬ᶵ⤫ィ学会、日ᮏィ㔞⏕≀学会、日ᮏ⾜動ィ㔞学会、日ᮏ⤫ィ学会と

日ᮏ分㢮学会㸧、および 8団体㸦大学入ヨセンター、日ᮏアクチュアリー会、日ᮏ⛉学技⾡

㐃┕、日ᮏ㖟⾜、日ᮏ⤒῭団体㐃合会、日ᮏ〇⸆工ᴗ協会、日ᮏ⤫ィ協会と日ᮏマーケティ

ング・リサーチ協会㸧が中᰾となる事ᴗを展㛤している。 

 採択のᮇ㛫は、H24年度より 5か年がィ⏬されており、ᮏ取⤌では、♫会で必せとされる

ㄢ㢟ゎỴ力を持つ人ᮦを⫱成するために、大学における⤫ィ教⫱のᶆ‽ⓗカリキュラム体⣔

を⟇定し、その体⣔に基づくᶆ‽ⓗな㐩成度ホ価制度を整備して、⤫ィ教⫱の㉁保ドを⾜う。

そして㐃携ネットワークによるㄆドに基づく共㏻単位互換制度をタける。いくつかの㐃携大

学では、㐃携ネットワークの㈨※をά⏝することにより、⤫ィ学に㛵する学㒊及び大学㝔レ

ベルの副プログラムや副専攻制度を導入する。㐃携ネットワークには教ᮦやホ価ἲに㛵する

教⫱㈨※を⵳✚し、ᮏ取⤌の⤊了後には、㐃携ᰯのみならず広く全国の大学に㈨※を提供す

ることにより、多くの大学で、♫会が┿に必せとする⤫ィ教⫱を実施することが可⬟になる。

㸦㐃携 GPホームページより引⏝㸧 

 

◆ ⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワーク委員会⤌⧊について 

上グのἲ人および団体によりᵓ成されている㐃携 GPは、「㐠営委員会」、「カリキュラ

ム⟇定委員会」、「㉁保ド委員会」、「外㒊ホ価委員会」、「㧗大㐃携委員会」、「アドバ

イザリーボード」㸦ᾏ外◊✲⪅によりᵓ成されたアドバイス提供⤌⧊㸧、「システム㛤Ⓨワ

ーキンググループ」と、「FDά動ワーキンググループ」を事ᴗ㐠営⤌⧊としている。各委員

会では、個別の委員㛗が任命され、各委員会㛗主導のもと、事ᴗが展㛤されている。各委員

会のά動報告は、代⾲ᰯの㟷山学㝔大学で㛤催される「㐠営委員会」㸦委員㛗㸸⨾ῧὈ人㸧

において、各委員㛗がおこなっている。なお先㏙の「FD」とは、ファカルティ・ディベロッ

プメント㸻大学教員の教⫱⬟力を㧗めるための手ẁと方ἲのことを指す。 

 

◆ ⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワークにおける❧教大学♫会情報教⫱◊✲センターのά動報告 

 ❧教大学も㐃携 GPの参加ᰯであり、主に㐠営委員会、カリキュラム⟇定委員会、アドバ

イザリーボード、およびシステム㛤Ⓨワーキンググループに㛵㐃する事ᴗを、ᮏ学♫会情報

教⫱◊✲センター・⤫ィ教⫱㒊会および政府⤫ィ㒊会メンバーが担当してきた。 

⤫ィ教⫱㒊㛛リーダー㸸山口和⠊㸦⤒営学㒊 教授㸧が主導となり、㔠⃝悠介㸦♫会情報教

⫱◊✲センター 助教㸧、小㔝寺剛㸦♫会情報教⫱◊✲センター 助教㸧、⏣中₻㸦♫会情報

教⫱◊✲センター 学⾡ㄪᰝ員㸧と大川内㝯朗㸦♫会情報教⫱◊✲センター プログラム・コ

ーディネーター㸧が事ᴗ㐠営をおこなってきた。 

2013年度も、国内外から◊✲⪅を招⪸したシンポジウム、ㅮ₇会の㛤催や、⤫ィ教⫱や◊

✲にかかわるワークショップを✚ᴟⓗに㐠営してきた。 
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 各メンバーのά動ᴫせは以下のとおりである。まず㔠⃝助教は、㐃携 GP内㒊にタ⨨され

た「カリキュラム⟇定委員会」㸦㉁保ド制度を☜❧するための日ᮏの⤫ィ教⫱Ỉ‽を⟇定す

る事ᴗを展㛤㸧⤫ィ教⫱のためのᶆ‽カリキュラム作成のための㆟ㄽを⾜うととともに、教

ᮦ⏝の♫会⛉学⣔データを収㞟した。 

 小㔝寺助教は㐃携 GP内㒊にタ⨨された「㉁保㞀委員会」㸦㉁保ド委員会のミッションと

して平成 22 年 8 月に公⾲された「⤫ィ学分㔝の教⫱ㄢ⛬⦅成上の参↷基‽」の改ゞ作ᴗを

⾜う㸧の委員として参加した。 

⏣中学⾡ㄪᰝ員は、❧教大学で㛤催されたシンポジウム、ㅮ₇会、ワークショップのᴫせ

をまとめる作ᴗをおこなってきた。 

 大川内㝯朗㸦♫会情報教⫱◊✲センター プログラム・コーディネーター㸧は、❧教大学

で㛤催されたシンポジウム、ㅮ₇会、ワークショップの㐠営に加え、ビデオ撮影・e-

learning化作ᴗなども⾜ってきた。JINSEの㐠営委員会や外㒊ホ価委員会にも㝙席・書グと

して同席し㆟事㘓を作成し、カリキュラム⟇定委員会の委員として、⤫ィ教⫱の体⣔化を⾜

うための᳨ウと作ᴗを⾜った。また中国とアメリカへのᾏ外ど察で⤫ィ教⫱と e-learning

に㛵する実施ㄪᰝを⾜い、報告書を作成した。 

 

このように 2013年度の❧教大学♫会情報教⫱◊✲センターは、国内⤫ィ教⫱Ỉ‽の⟇定に

必せ不可Ḟな多くの情報を、シンポジウム・ㅮ₇会・ワークショップ・ㄪᰝ・報告書執➹を

つうじて収㞟・公㛤してきた。以上の⌮⏤から❧教大学は、⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワー

クのカリキュラム⟇定事ᴗに大きな㈉⊩をおこなってきたものとホ価できる。 

 

◆ 今後のㄢ㢟について 

 今後の㐃携 GPの主せㄢ㢟として、具体ⓗに国内の⤫ィ教⫱Ỉ‽を向上させるという事ᴗ

をおこない、国Ẹにㄆ▱してもらうことが挙げられる。こうした⌧≧のもと❧教大学♫会情

報教⫱◊✲センターは、2013年度のά動で得てきた国内外の◊✲教⫱に従事するひとびとの

ネットワークと、㇏富な情報を㥑使しながら、カリキュラム⟇定に┤⤖する成ᯝを挙げる必

せがある。とりわけ⤫ィ教⫱コンテンツの作成と、外㒊への✚ᴟⓗな情報提供がồめられる

とゝえよう。 

 ᮶年度は下グの 2Ⅼに㛵する教⫱コンテンツを㛤Ⓨし、JINSEの e-leaningシステム上に

アップロードし公㛤を⾜う予定である。 

① StatisticalLabを利⏝したコンテンツ 

ᮏ年度に日ᮏㄒ化を⾜った⤫ィ教⫱⏝ソフトウェア「Statistical Lab」を利⏝したコン

テンツを作成する。 

② カリキュラム⟇定委員会のコンテンツ 

ᮏ年度に体⣔化を⾜った各㡯┠に対応するデータを収㞟し、その一㒊に対する授ᴗコン

テンツを作成する。 

 

◆ 参↷㈨料 

⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワーク HP  http://www.jinse.jp/ 

 

◆ ㅮ₇ビデオ㘓⏬ 

㸺日ᮏと世⏺の⤫ィ史㸼 

テーマ「➨ 1回┠ 日ᮏにおける⤫ィ㸦制度㸧のはじまり」 

㛤催日 2013年 7月 3日㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス マキムホール 10㝵 ➨ 1会㆟室 

ㅮ₇⪅ 島ᮧ 敏夫㸦元⤫ィ局㛗㸧 

 

テーマ「➨ 2回┠ 我が国における⤫ィ学の導入と⤫ィ⤌⧊の変㑄」 

㛤催日 2013年 7月 24㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス 13号㤋 会㆟室 

ㅮ₇⪅ 島ᮧ 敏夫㸦元⤫ィ局㛗㸧 

http://www.jinse.jp/
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テーマ「➨ 3回┠ 我が国における⤫ィのⓎ展について」 

㛤催日 2013年 12月 11㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス マキムホール 10㝵 ➨ 1会㆟室 

ㅮ₇⪅ 島ᮧ 敏夫㸦元⤫ィ局㛗㸧 

 

◆ 大学㛫㐃携事ᴗ㛵㐃ㅮ₇会 

♫会情報教⫱◊✲センター共催として⡿国における⤫ィ教⫱の改㠉を推㐍している専㛛家を

招⪸して以下のㅮ₇会を㛤催した。 

 

㸺⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワーク 公㛤 FD ㅮ₇会㸼 

テーマ「ḟ世代⤫ィ家人ᮦ⫱成に向けての⤫ィ◊修・e-learning に㛵する国㝿動向」  

㛤催日 2013年 6月 12日㸦Ỉ㸧 

場 所 ❧教大学 ụ⿄キャンパス マキムホール 10㝵 ➨ 1・➨ 2会㆟室 

主 催 ⤫ィ教⫱大学㛫㐃携ネットワーク 

共 催 ❧教大学 ♫会情報教⫱◊✲センター  

 

ㅮ₇⪅・タイトル  

⡿国 MINITAB ♫による⤫ィ教⫱ e-leaning システムのᴫせと実⦼ 

ᰴ式会♫ ᵓ㐀ィ⏬◊✲所 ♫会デザイン・マーケティング㒊 Minitab 担当 

廣℩ 健康  

"Goals and challenges in capacity building of statistical experts  

- based on UNSIAP's experience"  

United Nations Statistical Institute for Asia & the Pacific (SIAP) Director  

Margarita F Guerrero, Ph D  

 

5.研究支援事業 

 ♫会情報教⫱◊✲センターでは、◊✲支援事ᴗとして ICTをά⏝した◊✲基┙の提供やㄪᰝ◊✲

コンサルティングといった◊✲支援を実施している。また、㏆年は地方⮬἞体・企ᴗへのㄪᰝ分

ᯒㄳ㈇など学内にとどまらず、ά動の幅を広げている。 

 

1䠅ㄪ査分析協力 

①依㢗元  愛媛┴ᮾ 市役所・ᮾ 市㛗 

┠ ⓗ  『ᮾ 市中小企ᴗ➼⌧≧把握事ᴗ所実態ㄪᰝ』ヲ⣽分ᯒ 

ㄪᰝ主体 政府⤫ィ㒊会 ⳥地 㐍 㸦⤒῭学㒊 教授㸧 

②依㢗元  愛媛┴ᯇ山市役所・ᯇ山市㛗 

 ┠ ⓗ  『ᯇ山市中小企ᴗ➼⌧≧把握事ᴗ所実態ㄪᰝ』ヲ⣽分ᯒ 

 ㄪᰝ主体 政府⤫ィ㒊会 ⳥地 㐍 㸦⤒῭学㒊 教授㸧 

 

2䠅ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 

 ❧教大学の大学㝔⏕や教⫋員を対㇟に、CSIはㄪᰝ◊✲に㛵するコンサルティングを提供して

いる。コンサルティング対応可⬟な┦ㄯ内容は、♫会ㄪᰝの❧᱌や実施、公ⓗ⤫ィデータの利ά

⏝、⤫ィⓗ分ᯒに㛵する┦ㄯである。 

 これらのコンサルティングの多くは一回にとどまらず、その後のㄪᰝ⤒⦋も含めて」数回の 
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コンサルティング対応を⾜っている。また、どの◊✲分㔝においてもデータ分ᯒは必せ不可Ḟで

あることから引き⥆き┦ㄯに᮶るケースが多い。このような⤫ィ分ᯒに㛵する┦ㄯ❆口がタ⨨さ

れたことは、◊✲の㉁向上に多大な影㡪を及ぼし、ᮏ学◊✲⪅における◊✲リテラシーの向上に

⧅がる。2013年度はㄪᰝ◊✲コンサルティング㛤始から 4年┠を㏄えたことをᶵに、┦ㄯ内容

の分ᯒと⢭ᰝを実施した。その⤖ᯝ、CSIが応ㄯを⾜うべきでない┦ㄯについては、別㏵┦ㄯや

担当教員からの᱌内を⾜うこととした。そのため、前年より応ㄯ数はῶ少したが、より㐺切なコ

ンサルティング┦ㄯ実施体制のᵓ⠏に⧅がったとゝえる。以下、コンサルティング応ㄯ件数ヲ⣽

を掲㍕する。 

 

2013年度社会情報教育研究セ䞁タ䞊 コ䞁サ䝹ティ䞁グ応談件数 

依頼先 個人による依頼 部署からの依頼 総計 

ビジネスデザイ䞁研究科 1   1 

経済学研究科 1   1 

経営学研究科 3   3 

社会学研究科 1   1 

21世紀社会デザイ䞁研究科 1   1 

全学共通カ䝸キ䝳䝷ム 3   3 

社会学部 1   1 

経済学部 1   1 

法学部 5   5 

理学部 1 
 

1 

異文化コミ䝳ニケ䞊シ䝵䞁学部 1 
 

1 

グ䝻䞊バ䝹教育セ䞁タ䞊事務局 1  1 

 メディアセ䞁タ䞊 1  1 

総計 21 
 

21 

 

社会情報教育研究セ䞁タ䞊 

コ䞁サ䝹ティ䞁グ応談件数推移 

2010年 11件 

2011年 31件 

2012年 37件 

2013年 21件 

 

3)社会ㄪ査䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤䠄RUDA䠅 

名⛠ ❧教大学♫会ㄪᰝデータアーカイブ  

    Rikkyo University Data Archive㸦RUDA㸧 

    URL   https://ruda.rikkyo.ac.jp/ 

    一⯡公㛤日 㸸2011年 4月 1日 
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利⏝᮲件㸸 大学・◊✲ᶵ㛵に所属する◊✲⪅、およびᮏ務先を持たない◊✲⪅・大学㝔学

⏕・学㒊学⏕がユーザーⓏ㘓のうえ各データセットの利⏝⏦ㄳを⾜うことができる。ただし、

ᮏ務先を持たない◊✲⪅・大学㝔学⏕・学㒊学⏕の利⏝⏦ㄳについては、大学・◊✲ᶵ㛵に

所属する◊✲⪅ 1名の承ㄆを必せとする。利⏝┠ⓗは、♫会ㄪᰝデータを利⏝した二ḟⓗ分

ᯒといった◊✲┠ⓗ、および授ᴗでの教⫱利⏝を前提とする。   

❧教大学♫会ㄪᰝデータアーカイブ㸦RUDA㸧は、♫会ㄪᰝ㸦⤫ィⓗㄪᰝ㸧データを収㞟・

整備し、◊✲・教⫱┠ⓗの二ḟ分ᯒのために提供を⾜う。♫会ㄪᰝ㸦⤫ィⓗㄪᰝ㸧データ

を、ひろく収㞟・整⌮し、㛗ᮇにわたり保⟶し、♫会ㄪᰝデータを、ひろく◊✲┠ⓗや教

⫱┠ⓗの二ḟ分ᯒのために提供する。≉徴としては、学⾡◊✲のㄪᰝデータを㔜Ⅼⓗに収

㞟し、地域ㄪᰝのデータを充実させていく。また、あらゆる♫会⛉学ⓗなㄪᰝデータを幅

広く扱う。そして♫会⛉学の個人◊✲⪅や◊✲⪅グループによる学⾡◊✲ㄪᰝデータの⵳

✚にとくに力を入れていく。全国ㄪᰝだけではなく地域ㄪᰝデータの⵳✚の充実をィる。

2014年 3月に広報ά動促㐍のためにⱥㄒ∧リーフレットを印刷した。 

 

㸺公㛤データセット㸸39㸦2014年 2月⌧在㸧㸼 

公㛤日 ㄪᰝ名 

2014年 2月 17日 ➨ 2回 地域と⏕άについてのṊⶶ㔝市Ẹㄪᰝ 

2014年 2月 17日 地域と⏕άに㛵するṊⶶ㔝市Ẹㄪᰝ 

2013年 9月 20日 新座市Ẹの地域⏕άに㛵するㄪᰝ 

2013年 8月 8日 多ᵝ化する暮らしと♫会に㛵するㄪᰝ㸦GLOCON2010㸧 

2013年 7月 5日 ⫋ᴗのイメージに㛵するㄪᰝ 

2013年 6月 18日 ⫋ᴗに㛵する意㆑と♫会ⓗネットワークについてのㄪᰝ 

2013年 2月 15日 地域の⏕άㄢ㢟と住Ẹ力に㛵するㄪᰝ ’09 

2013年 1月 21日 ♫会意㆑に㛵する仙北地域住Ẹㄪᰝ 

2012年 12月 11日 世⏣㇂区の㧗㱋⪅の⏕ά実態ㄪᰝ 

2012年 11月 13日 ㏥⫋ㄪᰝ 

2012年 10月 2日 暮らしと仕事についてのᮾ京住Ẹㄪᰝ(TGSS2010) 

2012年 9月 18日 ⏕άと㜵⅏についての市Ẹ意㆑ㄪᰝ 

2012年 6月 12日 暮らしと仕事についての㇏島区Ẹの意㆑ 

2012年 3月 16日 大学⏕のジェンダーと子⫱て意㆑・⾜動に㛵するㄪᰝ 

2012年 2月 28日 女性の就ᴗとサポートネットワークに㛵するㄪᰝ 

2012年 2月 14日 多ᵝ化する暮らしと♫会に㛵するㄪᰝ(GLOCON2007) 

2012年 1月 20日 住みよいまちづくりと地域の国㝿化についてのアンケート 

2011年 6月 28日 㧗ᰯ⟶⌮⫋⪅の教⫱と⫋ᴗ意㆑に㛵する全国ㄪᰝ 

2011年 6月 24日 㣴ㆤ教ㅍの♫会意㆑と教⫱意㆑に㛵する全国ㄪᰝ 

2011年 6月 23日 教師の♫会意㆑と教⫱意㆑に㛵する全国ㄪᰝ 

2011年 4月 1日 ♫会意㆑に㛵する仙台市Ẹㄪᰝ 

2011年 4月 1日 ♫会意㆑に㛵する仙台市Ẹㄪᰝ 

2011年 4月 1日 ⏕ά⎔境についての新座市Ẹㄪᰝ 

2011年 4月 1日 ⏕άと⎔境に㛵する仙台市Ẹ意㆑ㄪᰝ 

2010年 10月 1日 ♫会意㆑に㛵するᮾ京住Ẹㄪᰝ 

2010年 10月 1日 暮らしと仕事に㛵する仙台市Ẹㄪᰝ 

2010年 10月 1日 くらしと教⫱についての仙台市Ẹ意㆑ㄪᰝ 

2010年 10月 1日 ♫会意㆑に㛵する宮城┴Ẹㄪᰝ 

2010年 10月 1日 教⫱と友人㛵係に㛵するㄪᰝ 

2010年 10月 1日 岩手┴ 暮らしと人㛫㛵係に㛵するアンケート 
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2010年 10月 1日 パーソナルネットワークに㛵する地域㛫・㒔市㛫ẚ㍑ㄪᰝ 

2010年 10月 1日 㒔市≉性と子⫱て支援ネットワークに㛵するㄪᰝ 

2010年 10月 1日 少子化と就ᴗ女性の支援ネットワークに㛵するㄪᰝ 

2010年 10月 1日 2007 GMFS - 10 City Survey "Quality of Life Survey" 

2010年 10月 1日 㒔市⏕άと⏕ά意㆑に㛵するアンケートㄪᰝ 㸦名古屋 2地Ⅼㄪᰝ㸧 

2010年 10月 1日 㒔市居住とぶ族・友人㛵係に㛵するㄪᰝ 㸦名古屋 4地Ⅼㄪᰝ㸧 

2010年 10月 1日 㒔市⏕άと家族に㛵する意㆑ㄪᰝ 

2010年 10月 1日 名古屋㒔市圏ㄪᰝ 

2010年 10月 1日 
ᮾ京∧⥲合♫会ㄪᰝ 「㧗㱋・少子♫会における㒔市居住と家族・ぶ族㛵係に㛵

するㄪᰝ」 

 

4)対外㐃携活動 

 

1) ♫会ㄪᰝ協会 

㹙4.㈨᱁支援事ᴗ㹛の㹙1㸧♫会ㄪᰝ士㈨᱁支援㹛で㏙べた♫会ㄪᰝ士・専㛛♫会ㄪᰝ士の

㸰つの㈨᱁をㄆ定する一⯡♫団ἲ人 ♫会ㄪᰝ協会と㐃携し、同協会が実施するㅮ⩦事ᴗへの

㛤催協力を⾜っている。具体ⓗには、専㛛♫会ㄪᰝ士㸦ṇつ㸧の㈨᱁取得をめざす大学㝔⏕

向けㅮ⩦会㸦S⛉┠ㅮ⩦会㸧、および実務⪅向けㅮ⩦会㸦アドバンスド・セミナー㸧➼である。

2013年度には、S2⛉┠ㅮ⩦会㸦2013年 8月㛤催㸧、および実務⪅向けアドバンスド・セミナ

ー㸦2014年 3月㛤催㸧への協力を⾜った。これらのヲ⣽は㹙2.公㛤ㅮ₇会・公㛤ㅮ座・セミ

ナー➼ 㛤催実⦼㹛の㹙6) 共催・後援セミナー㹛において掲㍕している。 

 

2) ICPSR㸦ᮏ㒊および国内利⏝協㆟会㸧 

ICPSR㸦Inter-university Consortium for Political and Social Research㸸政἞・♫会

ㄪᰝのための大学㛫コンソーシアム㸪ᮏ㒊㸸ミシガン大学㸧は、♫会⛉学に㛵するㄪᰝの個

⚊データを世⏺各国や国㝿⤌⧊から収㞟・保存し、それらを学⾡┠ⓗでの二ḟ分ᯒのために

提供する世⏺最大⣭のデータアーカイブでもある。❧教大学は、国内利⏝協㆟会㸦ハブᶵ

㛵㸸ᮾ京大学㸧を㏻じて加┕している ICPSRの会員ᶵ㛵である。 

♫会情報教⫱◊✲センターは、この ICPSRのデータアーカイブᶵ⬟の利⏝についての学内

広報を担当するとともに、ICPSRᮏ㒊が実施するサマー・プログラム㸦セミナー㸧、さらには

ICPSR国内利⏝協㆟会が実施する夏季⤫ィセミナー➼のά動に㛵する学内広報も⾜っている。 

≉に、ICPSRᮏ㒊のサマー・プログラムについては、2012年度に参加した❧教大学大学㝔

⤒営学◊✲⛉の大学㝔学⏕への体㦂インタビューを実施し、2013年度から webページにて公

㛤している。同プログラムについては日ᮏㄒで⤂介された情報がほとんど存在しないため、

参加を᳨ウする学内・学外⪅に参↷されている。 

また、ICPSRᮏ㒊㸦ミシガン大学㸧において㝸年で⾜われる Official Representative 

Meeting㸦㐃⤡㈐任⪅会㆟㸧に、2013年度の国内利⏝協㆟会ὴ㐵メンバーとして廣℩Ẏ士助教

が㑅任され、10月㛤催の OR Meetingに出席を⾜った。後ᮇ授ᴗᮇ㛫後に修了判定を⾜い、ㅮ

座修了⪅に対し、「修了ド」をⓎ⾜する。 

 

6.出版物 

z 㹐㹓㹂㸿リーフレットⱥㄒ∧ 

  2014年 3月 25日 3000㒊作成 

z ♫会情報教⫱◊✲センター大学㝔学⏕向けパンフレット 

  2014年 3月 31日 1000㒊作成 
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7.人事 

  ・嘱任 (2013年 4月 1日㸧 プログラム・コーディネーター 大川内 㝯朗 

  ・嘱任㸦2013年 4月 1日㸧 学⾡ㄪᰝ員 ᮅ岡 ㄔ 

  ・嘱任㸦2013年 4月 1日㸧 助手 園 広⨾ 

・㏥⫋㸦2014年 3月 31日㸧助教 㔠⃝ 悠介 

・㏥⫋㸦2014年 3月 31日㸧学⾡ㄪᰝ員 ⏣中 ₻ 

・㏥⫋㸦2014年 3月 31日㸧学⾡ㄪᰝ員 ᮅ岡 ㄔ 

 

8.⤌⧊図 

♫会情報教⫱◊✲センターの⤌⧊図は以下の㏻りである。 

 
9.䝯䞁䝞䞊一ぴ䛚䜘䜃各種委員会䞉㒊会等 

 

䠄䠍䠅 䝯䞁䝞䞊一ぴ  

 

䝉䞁䝍䞊㛗    堀 ⪔治䠄現代心理学㒊 教授䠅  

政府⤫ィ㒊会䝸䞊䝎䞊  ⳥地 㐍 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

社会ㄪ査㒊会䝸䞊䝎䞊  㧗木 恒一 䠄社会学㒊 教授䠅 

⤫ィ教⫱㒊会䝸䞊䝎䞊  山口 和範 䠄⤒営学㒊 教授䠅  

䝉䞁䝍䞊員  

    㛫䚻田 孝夫䠄社会学㒊 教授䠅  

    岩崎 俊夫 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

    岩㛫 暁子 䠄社会学㒊 教授䠅  

    松本 康 䠄社会学㒊 教授䠅 

    小㔝寺 剛 䠄社会情報教⫱研究䝉䞁䝍䞊 助教䠅  

    廣瀬 毅士 䠄社会情報教⫱研究䝉䞁䝍䞊 助教䠅  

    㔠澤 悠介 䠄社会情報教⫱研究䝉䞁䝍䞊 助教䠅  

学⾡ㄪ査員 

    倉田 知秋  

    朝岡 ㄔ  
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    田中 潮  

䝥䝻䜾䝷䝮䞉䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊 

    大川内 㝯朗 

 

社会情報教⫱研究䝉䞁䝍䞊事務局  

    毛利 立夫䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ㄢ㛗䠅 

    根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅 

    㤨村Ⰻ司 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅  

    服㒊 好⨾䠄助手䠅 

    園 広⨾䠄助手䠅 

     Ⲩ井 ⨾智江䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䞉業務委ク䠅  

 

䠄䠎䠅 䝉䞁䝍䞊委員会  

    堀 ⪔治䠄現代心理学㒊 教授䠅  

    㛫䚻田 孝夫䠄社会学㒊 教授䠅  

     ⳥地 㐍 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

     㧗木 恒一 䠄社会学㒊 教授䠅 

     山口 和範 䠄⤒営学㒊 教授䠅  

     岩崎 俊夫 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

     岩㛫 暁子 䠄社会学㒊 教授䠅  

     坂田 周一 䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱福祉学㒊 教授䠅 

    松本 康 䠄社会学㒊 教授䠅 

     平山 孝人䠄理学㒊 教授䞉䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊㛗䠅  

    毛利 立夫䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ㄢ㛗䠅 

    根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅 

    㤨村Ⰻ司 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅  

    服㒊 好⨾䠄助手䠅 

    園 広⨾䠄助手䠅 

     Ⲩ井 ⨾智江䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䞉業務委ク䠅  

 

䠄䠏䠅 䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟  

    堀 ⪔治䠄現代心理学㒊 教授䠅  

     ⳥地 㐍 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

     㧗木 恒一 䠄社会学㒊 教授䠅 

     山口 和範 䠄⤒営学㒊 教授䠅  

    毛利 立夫䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ㄢ㛗䠅 

    根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅 

    㤨村Ⰻ司 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅  

    服㒊 好⨾䠄助手䠅 

    園 広⨾䠄助手䠅 

     Ⲩ井 ⨾智江䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䞉業務委ク䠅  

 

䠄䠐䠅 䝉䞁䝍䞊㐃⤡会㆟  

堀 ⪔治䠄現代心理学㒊 教授䠅 
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               㛫䚻田 孝夫䠄社会学㒊 教授䠅  

     ⳥地 㐍 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

     松本 康 䠄社会学㒊 教授䠅  

    山口 和範 䠄⤒営学㒊 教授䠅  

     岩崎 俊夫 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

     岩㛫 暁子 䠄社会学㒊 教授䠅  

     坂田 周一 䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱福祉学㒊 教授䠅  

     小㔝寺 剛 䠄助教䠅  

     廣瀬 毅士 䠄助教䠅  

     㔠澤 悠介 䠄助教䠅  

     倉田 知秋 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

     朝岡 ㄔ 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

     田中 潮 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

    朝岡 ㄔ 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

     大川内 㝯朗  䠄䝥䝻䜾䝷䝮䞉䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䠅  

    毛利 立夫䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ㄢ㛗䠅 

    根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅 

    㤨村Ⰻ司 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊 ⫋員䠅  

    服㒊 好⨾䠄助手䠅 

    園 広⨾䠄助手䠅 

     Ⲩ井 ⨾智江䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䞉業務委ク䠅 

 

䠄䠑䠅 政府⤫ィ㒊会定例会㆟  

     ⳥地 㐍 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

     岩崎 俊夫 䠄⤒済学㒊 教授䠅  

     小㔝寺 剛 䠄助教䠅  

     倉田 知秋 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

    㕥木㞝大䠄䝸䝃䞊䝏䞉䜰䝅䝇䝍䞁䝖䠅 

    Ⲩ井 ⨾智江䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䞉業務委ク䠅  

 

䠄䠒䠅 社会ㄪ査㒊会定例会㆟  

    㧗木 恒一 䠄社会学㒊 教授䠅 

    松本 康 䠄社会学㒊 教授䠅  

    岩㛫 暁子 䠄社会学㒊 教授䠅  

    廣瀬 毅士 䠄助教䠅  

    朝岡 ㄔ 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

 

䠄䠓䠅 ⤫ィ教⫱㒊会定例会㆟  

     山口 和範 䠄⤒営学㒊 教授䠅  

    㔠澤 悠介 䠄助教䠅  

     田中 潮 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

    大川内 㝯朗䠄䝥䝻䜾䝷䝮䞉䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䠅 
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䠄䠔䠅大学㛫㐃携共同教⫱推㐍事業 

    山口 和範 䠄⤒営学㒊 教授䠅  

    㔠澤 悠介 䠄助教䠅  

    小㔝寺 剛 䠄助教䠅 

     田中 潮 䠄学⾡ㄪ査員䠅  

    大川内 㝯朗䠄䝥䝻䜾䝷䝮䞉䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䠅 

以上 

 


